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一

東
儀
兼
頼
撰
『
龍
笛
吹
艶
之
事
』
と
江
戸
時
代
初
期
の
龍
笛
の
系
統

寺　

 

内　

 

直　

 

子　

は
じ
め
に

　

本
論
は
、
雅
楽
の
龍
笛
の
演
奏
法
を
説
い
た
江
戸
初
期
の
楽
書
と
楽
譜
の
分
析
を
通
し
て
、
音
楽
の
流
派
と
継
承
の
問
題
を
考
え
る
論
考
で

あ
る
。
周
知
の
通
り
、
日
本
の
伝
統
音
楽
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
内
部
で
、
さ
ら
に
楽
器
や
舞
踊

の
種
類
が
分
化
し
、
専
門
の
家
柄
、
流
派
に
よ
っ
て
技
能
が
伝
承
さ
れ
て
き
た
。
雅
楽
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
龍
笛
、
篳
篥
、
笙
、
琵

琶
、
箏
、
左
舞
、
右
舞
、
歌
も
の
等
を
そ
れ
ぞ
れ
専
門
に
伝
承
す
る
家
系
が
あ
り
１
、
父
か
ら
子
へ
と
継
承
さ
れ
て
き
た
。
楽
人
は
、
そ
の
活

動
の
場
か
ら
、
京
都
︵
北
京
︶、
南
都
︵
南
京
︶、
天
王
寺
︵
大
坂
︶
の
三
つ
の
地
域
に
大
き
な
集
団
を
形
成
し
、
京
都
楽
人
は
宮
中
や
周
辺
の

寺
社
、
南
都
楽
人
は
興
福
寺
や
春
日
大
社
２
、
天
王
寺
の
楽
人
は
四
天
王
寺
や
住
吉
大
社
の
行
事
に
勤
仕
し
た
︵
表
一
︶。３

　

し
か
し
、
継
承
の
実
態
と
し
て
は
、
必
ず
し
も
い
つ
も
優
れ
た
後
継
者
に
恵
ま
れ
る
と
は
限
ら
ず
、
ま
た
、
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
な

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
か
ら
、
家
の
伝
承
が
途
絶
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
長
い
雅
楽
の
歴
史
の
中
で
も
、
雅
楽
伝
承
全
般
が
も
っ
と
も
甚

大
な
損
害
を
被
っ
た
の
は
、
一
五
世
紀
後
半
の
応
仁
・
文
明
の
乱
︵
一
四
六
七
～
一
四
七
七
︶
か
ら
一
六
世
紀
半
ば
の
時
期
で
あ
る
。
京
都
が

戦
場
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
宮
廷
儀
式
は
中
止
や
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
楽
人
は
戦
死
し
た
り
、
京
都
か
ら
離
散
し
、
多
く
の
楽
曲
や
舞

の
伝
承
が
失
わ
れ
た
。



二

　

後
述
す
る
よ
う
に
、
京
都
の
楽
人
組
織
の
立
て
直
し
が
図
ら
れ
た
の
は
、
正お
お
ぎ
ま
ち

親
町
天
皇
︵
一
五
一
七
～
一
五
九
三
︶
の
時
代
、
元
亀
年
中

︵
一
五
七
○
年
代
︶
以
降
で
、
次
の
後ご
よ
う
ぜ
い

陽
成
天
皇
︵
一
五
七
一
～
一
六
一
七
︶
の
時
代
に
も
さ
ら
に
補
充
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
激
減
し
た
京
都

の
楽
人
を
補
う
た
め
に
、
勅
命
に
よ
り
、
京
都
、
奈
良
、
大
坂
の
地
域
を
超
え
て
伝
承
の
継
承
が
は
か
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
①
奈
良
、
大

坂
の
楽
人
を
呼
び
寄
せ
て
京
都
の
楽
人
と
と
も
に
宮
廷
儀
式
で
演
奏
さ
せ
る
、
②
途
絶
し
た
京
都
の
楽
家
を
、
奈
良
、
大
坂
の
楽
人
を
養
子
と

し
て
継
が
せ
る
、
③
京
都
の
特
定
の
楽
家
だ
け
で
保
存
さ
れ
て
き
た
伝
承
を
、
血
統
が
途
絶
え
た
時
の
保
険
に
、
他
家
に
も
伝
承
さ
せ
る
、
な

ど
の
方
策
が
と
ら
れ
た
。
江
戸
中
期
以
降
は
、
楽
家
相
互
の
養
子
縁
組
が
さ
ら
に
盛
ん
に
な
る
。
そ
こ
に
は
、﹁
一
子
相
伝
で
守
ら
れ
る
家
の

伝
統
﹂
と
は
ほ
ど
遠
い
実
態
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
け
る
家
の
芸
と
は
、
ど
の
よ
う
な
音
楽
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
保
有
し
、
ど

の
よ
う
に
継
承
さ
れ
た
の
か
。
本
論
で
は
、
雅
楽
の
楽
器
の
一
つ
、
龍
笛
の
伝
承
に
焦
点
を
当
て
て
、
江
戸
初
期
の
雅
楽
伝
承
に
は
、
は
た
し

て
ど
の
よ
う
な
異
な
る
系
統
が
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
意
識
さ
れ
て
い
た
の
か
、
そ
し
て
、
そ
の
差
異
は
、
実
際
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
の
か
を
探
る
。

　

本
論
で
は
、
具
体
的
な
事
例
と
し
て
、
天
王
寺
系
の
楽
人
、
東と
う
ぎ
か
ね
よ
り

儀
兼
頼
︵
一
六
三
二
～
一
七
一
二
︶
が
撰
述
し
た
楽
書
﹃
龍り
ゅ
う
て
き
す
い
え
ん
の
こ
と

笛
吹
艶
之
事
﹄

と
龍
笛
譜
﹃
龍
笛
仮
名
譜
﹄︵
伏
見
宮
家
旧
蔵
︶、
お
よ
び
そ
の
他
の
楽
譜
を
用
い
、
楽
書
で
語
ら
れ
る
流
派
に
関
す
る
言
説
と
楽
譜
資
料
を
照

合
し
な
が
ら
、
江
戸
時
代
初
期
の
雅
楽
伝
承
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
。

表
一
　
地
下
楽
家
の
専
門

︻
京
都
方
︼

多お
お
の︵
右
舞
、
神
楽
歌
、
笛
︶

大お
お
が神
︵
山
井
︶︵
笛
︶



三

豊
原
︵
豊ぶ
ん
の︶︵
笙
︶

安
倍
︵
篳
篥
︶

︻
南
都
方
︼

狛こ
ま

［
上
、
辻
、
芝
、
奥
、
窪
、
東
］

　

上
、
辻
︵
左
舞
︶

　

上
、
芝
、
奥
︵
笛
︶

　

窪
︵
篳
篥
︶

　

辻
、
東
︵
笙
︶

大
神
︵
中
、
喜
多
、
乾
、
西
京
、
井
上
︶︵
右
舞
、
笙
、
笛
︶

玉
手
︵
藤
井
、
後
藤
︶︵
打
物
、
右
舞
︶

︻
天
王
寺
︼

太う
ず
ま
さ秦
［
薗
、
林
、
東
儀
、
岡
］

　

薗
︵
笙
、
左
舞
、
右
舞
︶

　

林
︵
笙
、
右
舞
︶

　

東
儀
︵
篳
篥
、
右
舞
、
左
舞
、
笛
︶

　

岡
︵
笛
、
左
舞
︶



四

一
　
中
世
末
〜
江
戸
初
期
の
京
都
の
楽
道
再
編

　
﹃
龍
笛
吹
艶
之
事
﹄
の
記
述
の
分
析
に
入
る
前
に
、
中
世
末
か
ら
江
戸
初
期
の
楽
道
の
断
絶
と
再
編
の
様
子
を
整
理
し
て
お
こ
う
。

　

雅
楽
史
で
は
つ
と
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
荒
廃
し
た
京
都
の
雅
楽
界
を
再
編
、
振
興
す
る
た
め
に
、
一
六
世
紀
の
後
半
に
は
、
天
皇
の
勅
命

に
よ
っ
て
楽
人
の
呼
び
寄
せ
や
、
断
絶
し
た
伝
統
の
継
承
が
は
か
ら
れ
た
。
江
戸
初
期
、
元
禄
年
間
に
京
都
方
の
楽
人
・
安
倍
季
尚
が
著
し
た

大
部
の
楽
書
﹃
楽
家
録
﹄︵
一
六
九
○
年
︶
に
よ
れ
ば
、
正
親
町
天
皇
︵
位　

一
五
五
七
～
一
五
八
六
︶
の
時
に
、
天
王
寺
か
ら
薗
廣
遠

︵
一
五
四
三
～
一
六
二
六
︶︵
笙
︶、
林
廣
康
︵
一
五
五
三
～
一
六
二
六
︶︵
笙
︶、
東
儀
兼
行
︵
安
倍
季
兼
と
改
名
︶︵
一
五
六
四
～
一
六
一
六
︶

︵
篳
篥
︶、
東
儀
兼
秋
︵
一
五
六
五
～
一
六
一
六
︶︵
篳
篥
︶、
岡
昌
忠
︵
一
五
五
五
～
一
六
一
一
︶︵
笛
︶
ら
、
五
人
の
楽
人
を
召
し
た
の
が
始

ま
り
と
い
う
４
。
そ
の
後
、
後
陽
成
天
皇
︵
一
五
七
一
～
一
六
一
七
︶
の
頃
に
、
南
都
か
ら
辻
近
弘
︵
一
五
七
○
～
一
六
三
五
︶︵
笙
︶、
上
近

直
︵
一
五
八
○
～
一
六
五
○
︶︵
笛
︶、
窪
近
定
︵
？
～
一
六
一
九
︶︵
篳
篥
︶
が
招
か
れ
た
５
。
こ
れ
ら
の
楽
人
は
、
京
都
の
御
所
の
周
辺
に

済
み
、
京
都
の
楽
人
の
家
系
を
継
い
だ
り
、
京
都
の
楽
人
と
と
も
に
活
動
し
た
。
そ
の
子
孫
も
京
都
に
住
み
、
江
戸
時
代
以
降
の
南
都
と
天
王

寺
の
楽
人
は
、
も
と
の
本
拠
地
で
活
動
す
る
家
、
京
都
で
活
動
す
る
家
、
さ
ら
に
寛
永
以
降
は
、
関
東
の
東
照
宮
の
祭
祀
に
勤
仕
す
る
紅
葉
山

楽
人
の
家
に
分
か
れ
た
６
。

　

江
戸
初
期
の
楽
家
間
の
養
子
縁
組
や
、
楽
人
が
京
都
の
町
の
ど
の
へ
ん
に
住
ん
で
い
た
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
詳
し
く
述
べ
た
の
で
︵
寺
内

　

二
○
一
○
︶、
こ
こ
で
は
、
京
都
方
の
楽
家
の
復
興
に
焦
点
を
当
て
、﹃
龍
笛
吹
艶
之
事
﹄
の
読
解
に
必
要
な
人
物
関
係
を
整
理
す
る
。

一
・
一
　
笛
の
伝
承

　

伝
統
的
に
京
都
方
の
笛
は
大
神
︵
山
井
と
も
称
す
︶
氏
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
が
、
一
六
世
紀
後
半
の
戦
乱
に
よ
っ
て
、
伝
承
は
危
機

に
瀕
し
た
。
勅
命
に
よ
っ
て
断
絶
が
回
避
さ
れ
た
模
様
が
﹃
狛
氏
新
録
﹄
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
７
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
天
正
元
︵
一
五
七
三
︶



五

年
の
合
戦
で
当
主
が
討
死
し
て
８
伝
統
が
断
絶
し
た
た
め
、
勅
に
よ
っ
て
あ
ら
た
に
名
跡
を
取
り
立
て
て
相
続
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
一
流
は
、

大
神
景
理
の
あ
と
を
景
治
︵
一
五
六
六
～
一
六
三
二
︶
が
継
ぎ
、
さ
ら
に
大
神
氏
が
途
絶
え
た
時
の
た
め
に
、
他
家
の
上
近
直
︵
前
掲
︶
が

習
っ
た
と
あ
る
９
。﹃
地
下
家
伝
﹄
に
よ
れ
ば
、
景
治
の
あ
と
は
、
多
忠
之
の
二
人
の
子
が
養
子
と
な
り
、
大
神
景
明
︵
一
六
一
七
～

一
六
八
四
︶、
大
神
景
廣
︵
一
六
二
七
～
一
六
七
九
︶
と
な
っ
て
継
い
だ
。

　

も
う
一
つ
の
流
は
、
大
神
景
長
の
あ
と
を
天
王
寺
の
岡
公
久
10
の
子
、
景
福
︵
？
～
一
六
五
二
︶
が
継
承
し
た
。
笛
の
流
儀
と
し
て
は
天
王

寺
系
だ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
﹃
地
下
家
伝
﹄
に
よ
れ
ば
、
景
福
の

あ
と
も
景
元
、
景
村
と
、
続
け
て
天
王

寺
楽
人
か
ら
養
子
を
迎
え
て
い
る
。

一
・
二
　
笙
の
伝
承

　

京
都
の
笙
は
、
豊
原
︵
豊
と
も
︶
氏

に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
来
た
が
、
豊
原

家
の
伝
承
も
一
六
世
紀
後
半
の
戦
乱

で
、
断
絶
の
危
機
に
遭
遇
し
た
。
当
時
、

豊
原
家
は
、
豊
原
為
秋
︵
一
五
七
○
～

一
六
一
四
︶
と
そ
の
子
・
光
秋
︵
一
五
九
○

～
一
六
五
七
︶
の
流
れ
と
、
も
う
一
つ
、



六

親
秋
︵
？
～
一
五
七
三
︶、
佺
秋
︵
？
～
一
六
四
六
︶
の
流
れ
が
あ
っ
た
。﹃
狛
氏
新
録
﹄
は
、
こ
の
二
流
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

る
11
。
親
秋
の
流
れ
に
つ
い
て
は
、
天
正
元
︵
一
五
七
三
︶
年
八
月
に
、︵
当
主
12
が
︶
戦
死
し
、
断
絶
し
た
。
今
は
、
竹
内
御
門
主
13
の
家

司
が
豊
原
家
を
相
続
し
て
い
る
、
と
す
る
。
こ
の
継
承
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
豊
原
家
の
重
要
な
楽
書
﹃
體
源
抄
﹄
の
所
持
と
禁
中
へ

の
献
上
で
あ
る
。﹃
體
源
抄
﹄
は
、
中
世
に
お
け
る
豊
原
家
中
興
の
祖
・
豊
原
統
秋
︵
一
四
五
○
～
一
五
二
四
︶
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
楽
書

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
家
司
某
は
﹁
豊
原
﹂
の
姓
を
賜
り
、﹁
豊
原
正
秋
﹂︵
一
六
○
四
～
一
六
六
五
︶
と
な
っ
た
14
。
雅
楽
の
伝
承
に

お
い
て
、
楽
譜
や
楽
書
の
所
持
は
正
統
な
相
伝

の
証
拠
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
正
秋
は
お
そ
ら

く
、
豊
原
家
の
誰
か
か
ら
笙
の
伝
授
を
受
け
、

﹃
體
源
抄
﹄
ま
で
所
持
し
て
い
た
た
め
、
豊
原
家

の
跡
を
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

い
ま
一
つ
の
流
れ
は
、
豊
原
頼
秋
︵
一
六
二
○
～

一
六
九
三
︶
の
系
統
で
あ
る
。
頼
秋
は
、
天
王
寺

の
薗
廣
頼
の
子
、
薗
廣
寿
の
弟
で
あ
り
、﹃
狛
氏

新
録
﹄
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
笙
の
ス
タ
イ
ル
と
し

て
は
天
王
寺
の
系
統
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
・
三
　
篳
篥
の
伝
承

　

京
都
の
篳
篥
は
、
安
倍
氏
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
き
た
が
、
一
六
世
紀
の
末
に
、
や
は
り
断
絶
の
危
機
に
陥
っ
た
。﹃
地
下
家
伝
﹄
に
よ
れ
ば
、



七

安
倍
家
の
季
正
︵
一
五
二
二
～
一
五
八
五
︶
が
天
正
三
︵
一
五
七
五
︶
年
に
出
家
し
た
こ
と
に
よ
り
、
多
忠
季
の
子
・
忠
房
が
幼
少
で
安
倍
家

に
入
り
、
季
房
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
﹃
狛
氏
新
録
﹄15
は
さ
ら
に
、
季
房
に
継
が
せ
た
だ
け
で
な
く
、
南
都
の
篳
篥
奏
者
の
久
保

光
成
︵
一
六
○
四
～
一
六
六
二
︶
に

も
相
伝
さ
せ
た
こ
と
を
記
し
て
い

る
。
光
成
も
や
は
り
祖
父
・
久
保
近

時
︵
？
～
？
︶
の
代
か
ら
京
都
に
移

住
し
た
家
系
で
あ
る
。

一
・
四
　
多
氏
の
管
方
へ
の
進
出

　

京
都
方
楽
家
に
は
こ
の
他
多
氏
が
あ
る
。
多
氏
は
、
も
と
も
と
神
楽
歌
、
人
長
舞
、
右
舞
、︿
採
桑
老
﹀︿
胡
飲
酒
﹀
な
ど
特
定
の
左
舞
な
ど

を
専
門
と
し
、
笙
の
豊
原
氏
、
笛
の
大
神
氏
、
篳
篥
の
安
倍
氏
と
専
門
を
住
み
分
け
て
き
た
。
江
戸
時
代
の
初
期
、
多
氏
は
た
く
さ
ん
の
子
孫

に
恵
ま
れ
後
継
者
不
足
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
他
家
の
楽
器
奏
者
の
不
足
に
よ
っ
て
、
多
氏
内
部
で
、
楽
器
を
担
当
す
る
も
の
も
現
れ
て
き

た
。﹃
楽
家
録
﹄
巻
四
七
巻
第
丗
六
﹁
近
世
多
氏
吹
管
之
事
﹂
に
は
、﹁
多
氏
為
舞
修
練
習
管
、
而
、
其
中
有
専
於
舞
者
、
又
有
勤
于
管
終
不
得

舞
者
、
是
多
氏
吹
管
之
始
也
。﹂︵
句
読
点
引
用
者
︶
と
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
多
氏
は
舞
の
修
練
の
た
め
に
管
を
習
っ
て
い
た
。
し
か
し
そ

の
中
に
舞
を
専
ら
と
す
る
者
と
、
管
方
を
専
門
に
務
め
る
も
の
者
が
出
て
来
た
。
こ
れ
以
降
、
多
氏
か
ら
も
管
楽
器
奏
者
が
出
る
よ
う
に
な
っ

た
と
推
察
さ
れ
る
。



八



九

二
　『
龍
笛
吹
艶
之
事
』

　

以
上
の
よ
う
に
、﹃
龍
笛
吹
艶
之
事
﹄
が
成
立
し
た
少
し
前
の
時
代
に
は
、
複
雑
な
雅
楽
界
の
再
編
成
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状

況
を
反
映
し
て
、﹃
龍
笛
吹
艶
之
事
﹄
の
記
述
に
は
多
数
の
楽
人
が
登
場
す
る
。
逆
に
言
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
複
雑
な
楽
人
の
系
統
を
理
解
し

な
け
れ
ば
、﹃
龍
笛
吹
艶
之
事
﹄
の
内
容
を
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
内
容
の
分
析
に
入
る
前
に
、
ま
ず
本
史
料
の
文
献
学
的

な
概
要
を
紹
介
す
る
。

二
・
一
　『
龍
笛
吹
艶
之
事
』
の
書
誌

　
﹃
龍
笛
吹
艶
之
事
﹄
は
、
じ
つ
は
、
兼
頼
自
身
の
奥
書
が
な
い
。
し
か
し
、
内
題
に
﹁
兼
頼
宿
禰
筆
記
﹂
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
兼
頼
の

撰
述
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
東
儀
兼
頼
︵
一
六
三
二
～
一
七
一
二
︶
は
、
す
で
に
拙
稿
で
紹
介
し
た
が
︵
寺
内　

二
○
○
四
︶、
天
王
寺
系



一
〇

の
楽
人
で
、﹃
地
下
家
伝
﹄
に
よ
れ
ば
、
正
四
位
下
越

前
守
で
、
正
徳
二
︵
一
七
一
二
︶
年
に
八
一
歳
で
亡
く

な
っ
て
い
る
。
前
掲
、
正
親
町
天
皇
の
時
に
京
都
に
召

さ
れ
た
天
王
寺
楽
人
・
東
儀
兼
行
改
め
安
倍
季
兼
の

弟
・
東
儀
兼
延
︵
一
五
七
三
～
一
六
四
九
︶
の
子
供
に

あ
た
る
。
平
出
久
雄
に
よ
れ
ば
、
同
じ
く
天
王
寺
系
の

岡
昌
秀
︵
一
六
○
八
～
一
六
五
○
︶
ま
た
は
昌
重
よ
り

笛
を
習
い
、
笛
音
優
美
で
当
代
の
名
手
と
称
さ
れ
た
と

い
う
︵
平
出　

一
九
五
七
／
一
九
八
九
︶。
後
述
の

﹃
龍
笛
仮
名
譜
﹄
の
撰
者
で
も
あ
る
。

　
﹃
龍
笛
吹
艶
之
事
﹄
は
、﹃
国
書
総
目
録
﹄
に
よ
る

と
、
現
在
わ
ず
か
に
、
東
京
藝
術
大
学
蔵
本
︵
以
下
、

芸
大
本
と
略
す
︶、
日
本
大
学
蔵
本
︵
以
下
、
日
大
本
︶、

多
家
蔵
本
︵
以
下
、
多
家
本
︶
の
三
本
の
存
在
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
。
本
論
で
は
、
こ
の
う
ち
、
閲
覧
が
可
能
な
東
京
藝
術
大
学
附
属
図
書

館
蔵
本
を
参
照
し
た
。

　

芸
大
本
は
、
冊
子
本
、
袋
綴
じ
、
墨
付
き
紙
数
八
枚
、
請
求
番
号W

768.2/ka25

︵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
番
号M

FW
/8/248

︶、
江
戸
時

代
末
の
書
写
で
、
外
題
は
、
題
箋
に
﹁
兼
頼
宿
禰
龍
笛
吹
艶
論
／
季
良
朝
臣
律
呂
之
論
﹂
と
あ
る
。
内
題
は
、﹁
兼
頼
宿
禰
筆
記
／
龍
笛
吹
艶

之
事
﹂
で
あ
る
。
一
丁
表
に
﹁
東
京
音
楽
学
校
図
書
印
﹂
の
印
記
が
あ
る
。



一
一

　

芸
大
本
﹃
龍
笛
吹
艶
之
事
﹄
の
本
文
は
七
丁
に
わ
た
り
、
裏
表
紙
内
側
の
部
分
半
丁
分
︵
八
丁
表
に
あ
た
る
部
分
︶
に
幕
末
の
京
都
方
の
楽

人
・
安
倍
季
良
︵
一
七
七
五
～
一
八
五
七
︶
撰
述
の
﹃
山
鳥
秘
要
抄
﹄
の
一
部
﹁
古
律
新
律
之
事
︵
律
呂
之
論
︶﹂
の
引
用
が
あ
る
。
芸
大
本

﹃
龍
笛
吹
艶
之
事
﹄
の
本
文
末
尾
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
奥
書
が
三
つ
あ
る
。

①
右
自
筆
に
て
反
故
ノ
裏
ニ
書
付
被
置
ル
ヲ
、
予
／
写
之
。
為
後
代
覚
寤
書
記
者
也
。
于
時
宝
永
／
第
七
之
春　

従
五
位
下
左
兵
衛
大
尉
太

秦
廣
伴

②
安
政
四
年
丁
巳
五
月
写　

狛
真
節
︵
花
押
︶

③
時
元
治
元
年
甲
子
八
月
廿
三
日
於
洛
東
／
知
恩
教
院
中
浩
徳
院
仮
署
書
写
／
之
訖
／
青
木
斎
宮
︵
花
押
︶

　

奥
書
①
に
よ
る
と
、﹃
龍
笛
吹
艶
之
事
﹄
は
、
も
と
は
反
故
紙
の
裏
に
書
き
付
け
た
メ
モ
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
を
、

兼
頼
と
同
じ
天
王
寺
系
の
楽
人
・
薗
廣
伴
︵
一
六
七
八
～
一
七
三
九
︶︵
在
京
︶
が
宝
永
七
︵
一
七
一
○
︶
年
に
書
写
し
た
。
宝
永
七
年
に
は
、

高
齢
で
は
あ
る
が
、
兼
頼
は
ま
だ
存
命
し
て
い
る
。
な
お
、﹃
龍
笛
吹
艶
之
事
﹄
本
文
中
に
登
場
す
る
人
物
で
も
っ
と
も
若
い
の
は
﹁
肥
後
守

高
秀
﹂
す
な
わ
ち
、
狛
︵
辻
︶
高
秀
︵
一
六
四
五
～
一
七
○
七
︶
で
あ
る
。﹃
地
下
家
伝
﹄
に
よ
れ
ば
高
秀
が
﹁
肥
後
守
﹂
に
な
る
の
は
貞
享

三
︵
一
六
八
六
︶
年
な
の
で
、﹃
龍
笛
吹
艶
之
事
﹄
の
成
立
は
、
そ
の
後
か
ら
薗
廣
伴
が
書
写
を
す
る
一
七
一
○
年
ま
で
の
間
に
限
定
さ
れ
る
。

　

奥
書
②
は
南
都
系
の
狛
︵
上
︶
真
節
︵
一
八
二
五
～
一
八
九
五
︶
に
よ
る
幕
末
の
も
の
で
、
安
政
四
︵
一
八
五
七
︶
年
の
年
季
が
あ
る
。
上

真
節
も
ま
た
、
南
都
系
の
楽
人
で
は
あ
る
が
、
江
戸
初
期
に
京
都
に
移
住
し
た
上
近
直
︵
一
五
八
○
～
一
六
五
○
︶
の
子
孫
で
あ
る
。

　

奥
書
③
は
、
江
戸
末
か
ら
明
治
に
活
躍
し
た
蔵
書
家
・
青
木
信
寅
が
京
都
の
知
恩
院
︵
知
恩
教
院
︶
の
塔
頭
・
浩
徳
院
で
元
治
元

︵
一
八
六
四
︶
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
②
の
上
真
節
の
書
写
︵
一
八
五
七
年
︶
の
七
年
後
の
書
写
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
東
京
藝
術
大
学
に



一
二

は
、
青
木
信
寅
の
手
に
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
の
写
本
が
架
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

日
大
の
写
本
は
安
政
五
年
の
写
と
さ
れ
る
。
多
家
の
写
本
は
、
芸
大
本
と
同
じ
く
、
前
掲
、
安
倍
季
良
の
﹃
山
鳥
秘
要
録
﹄︵﹁
山
鳥
秘
要

抄
﹂
に
同
じ
︶
の
﹁
律
呂
之
論
﹂
と
合
本
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
安
政
五
年
の
上
真
節
の
書
写
奥
書
16
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
芸
大
本
と
同
系
統

と
推
察
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
史
料
は
、
現
在
知
ら
れ
る
限
り
で
は
、
上
真
節
が
書
写
し
た
あ
と
、
い
く
つ
か
の
写
本
が
出
回
る
よ
う
に

な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

東
儀
兼
頼
↓
薗
廣
伴
↓
上
真
節
↓
青
木
信
寅
︵
芸
大
本
︶=

﹁
律
呂
之
論
﹂
と
合
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

↓　

？　
　

 

︵
多
家
本
︶=

﹁
律
呂
之
論
﹂
と
合
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

↓　

？　
　

 

︵
日
大
本
︶

二
・
二
　『
龍
笛
吹
艶
之
事
』
の
概
要

　

本
史
料
は
、
龍
笛
の
吹
き
方
に
つ
い
て
、
一
つ
書
き
で
二
五
項
目
に
わ
た
っ
て
、
き
わ
め
て
実
践
的
な
解
説
を
し
て
い
る
楽
書
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
、
ま
ず
そ
の
構
成
を
提
示
す
る
。
本
文
は
、
す
べ
て
﹁
一　

・
・
・
・
﹂
の
よ
う
に
一
つ
書
き
の
文
章
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は

便
宜
上
、
出
だ
し
の
文
言
か
内
容
に
よ
っ
て
見
出
し
を
つ
け
、
通
し
番
号
を
つ
け
る
。

①
﹁
六
﹂
ノ
穴
ヲ
責
ル
ト
キ 

②
﹁
中
﹂
ノ
穴
ヲ
吹
ト
キ

③
﹁
万
歳
楽
﹂
ノ
吹
出
シ 

 

④
﹁
万
歳
楽
﹂
ノ
初
太
鼓
ヘ
カ
カ
ル
処

⑤
﹁
五
〒
六
﹂
ト
吹
ト
キ 

 

⑥
﹁
扣
﹂
所



一
三

⑦
篳
篥
ノ
句
切
ノ
所 

 

⑧
﹁
ロ
﹂
ノ
音
ノ
事

⑨
高
秀
吹
被
申
候
ハ 

 

⑩
景
福
被
吹
候
ハ

⑪
六
ヲ
透
ト
ア
レ
バ 

 

⑫
乱
声
ヲ
フ
ク
時

⑬
安
摩
ノ
乱
声 

 
 

⑭
乱
声
モ

⑮
文
ノ
楽
ノ
序 

 
 

⑯
第
一
ニ
心
得
候
事

⑰
延
只
拍
子
ノ
楽 

 

⑱
常
ノ
稽
古
ニ
ハ

⑲
上
露
吹
忍
ハ 

 
 

⑳
カ
ヤ
ウ
ニ
書
記
セ
候
エ
共

㉑
四
辻
大
納
言
公
理
卿 

 

㉒
山
井
安
芸
守
景
明

㉓
芝
丹
後
守
直
葛 

 
㉔
今
ノ
世
ノ
楽

㉕
笛
ハ
篳
篥
ト
違
ヒ

　

②
③
④
⑤
⑨
⑩
⑫
は
、
具
体
的
な
譜
例
を
示
し
な
が
ら
、
龍
笛
の
特
定
の
旋
律
型
や
指
遣
い
、
吹
き
方
が
解
説
さ
れ
て
い
る
。
譜
例
に
は
、

指
孔
を
示
す
記
号
﹁
手
付
け
﹂
と
、
旋
律
を
覚
え
る
た
め
の
歌
﹁
唱
歌
︵
し
ょ
う
が
︶﹂
の
シ
ラ
ブ
ル
が
、
場
合
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
①
⑧
⑨
⑩
⑪
㉑
㉒
㉓
㉕
は
楽
人
の
固
有
名
詞
が
記
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
楽
説
や
、
系
統
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
具
体
的
な

譜
例
や
楽
人
名
は
、
本
論
の
テ
ー
マ
で
あ
る
、
伝
承
の
流
派
、
継
承
と
内
容
の
分
析
に
貴
重
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。

二
・
三
　『
龍
笛
吹
艶
之
事
』
に
登
場
す
る
楽
人
と
そ
の
系
統

　

前
述
の
通
り
、
東
儀
兼
頼
は
、
天
王
寺
系
の
笛
奏
者
で
あ
る
が
、﹃
龍
笛
吹
艶
之
事
﹄
に
は
、
そ
れ
以
外
に
も
多
く
の
楽
人
の
名
が
登
場
す



一
四

る
。
こ
れ
ら
の
楽
人
が
、
正
親
町
、
後
陽
成
帝
の
楽
所
再
編
後
、
江
戸
初
期
の
楽
人
組
織
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
っ
た
の
か
に
つ

い
て
整
理
し
て
お
く
。

四
辻
公
理
︵
一
六
一
○
～
一
六
七
七
︶、
四
辻
季
賢
︵
一
六
三
○
～
一
六
六
八
︶

　
﹃
龍
笛
吹
艶
之
事
﹄
の
①
㉑
㉕
に
は
、
四
辻
公
理
、
四
辻
季
賢
の
名
が
見
え
る
。
四
辻
家
は
、
藤
原
北
家
、
西
園
寺
公
経
の
四
男
・
実
藤
を

祖
と
す
る
堂
上
貴
族
の
家
で
あ
る
。
室
町
と
も
称
す
。
み
ず
か
ら
箏
、
和
琴
を
伝
承
す
る
一
方
、
江
戸
時
代
に
は
、
地
下
楽
人
の
活
動
を
統
率

す
る
楽
奉
行
の
役
目
も
果
た
し
た
。
楽
奉
行
と
は
、
特
定
の
楽
曲
、
楽
器
の
伝
承
の
教
授
や
上
演
に
関
す
る
許
可
、
あ
る
い
は
、
特
別
な
行
事

に
お
け
る
雅
楽
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
り
仕
切
り
や
楽
人
の
手
配
、
雅
楽
に
関
す
る
も
め
ご
と
が
あ
っ
た
場
合
の
仲
裁
、
裁
定
な
ど
を
行
う
職
掌
で

あ
る
。
四
辻
家
の
屋
敷
は
、
現
在
の
京
都
御
苑
の
北
東
の
一
角
、
梨
木
町
︵
現
存
し
な
い
︶
付
近
に
位
置
し
て
い
た
。

　
﹃
公
卿
補
任
﹄
に
よ
れ
ば
、
公
理
は
一
七
世
紀
中
葉
の
四
辻
家
の
当
主
で
、
正
二
位
、
権
大
納
言
ま
で
上
っ
た
。
季
賢
は
公
理
の
息
子
で
あ

る
が
、
父
よ
り
先
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
兼
頼
と
同
時
代
の
人
物
で
あ
る
。﹃
龍
笛
吹
艶
之
事
﹄
㉕
に
は
、
公
理
は
笛
の
上
手
で

あ
っ
た
こ
と
、
兼
頼
は
、
公
理
、
季
賢
親
子
の
箏
に
合
わ
せ
て
唱
歌
︵
原
文
で
は
﹁
頌
哥
﹂︶
を
歌
っ
た
経
験
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て

い
る
。

太
秦
（
岡
）
昌
忠
︵
一
五
五
五
～
一
六
一
一
︶

　
﹃
地
下
家
伝
﹄
に
よ
れ
ば
、
天
王
寺
系
の
楽
人
・
岡
昌
俊
︵
昌
歳
︶
の
子
。
天
正
一
七
︵
一
五
八
九
︶
年
、
伊
豆
守
。
後
水
尾
天
皇
の
﹁
御

笛
御
師
範
﹂
で
あ
っ
た
。
前
述
の
通
り
、
正
親
町
天
皇
が
招
集
し
た
天
王
寺
の
五
人
の
楽
人
の
う
ち
に
含
ま
れ
て
い
る
。
昌
忠
は
、
兼
頼
に

と
っ
て
三
代
く
ら
い
前
の
人
に
当
た
る
が
、﹃
龍
笛
吹
艶
之
事
﹄
の
⑧
に
は
、﹁
我
等
師
匠
筋
に
岡
伊
豆
守
太
秦
昌
忠
ト
云
シ
人
﹂
と
あ
り
、
兼



一
五

頼
の
笛
の
伝
承
が
岡
家
系
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
る
。
平
出
久
雄
は
、
兼
頼
は
昌
秀
ま

た
は
昌
重
17
か
ら
笛
の
相
伝
を
受
け
た
と
し
て
い

る
︵
平
出　

一
九
五
七
／
一
九
八
九
︶。

大
神
（
山
井
）
景
福
︵
？
～
一
六
五
二
︶

　

大
神
景
福
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、﹃
地
下

家
伝
﹄
に
よ
れ
ば
天
王
寺
の
岡
昌
俊
︵
昌
歳
︶
の

子
、
昌
忠
の
弟
で
、
京
都
の
大
神
家
に
養
子
と
し
て
入
り
、
相
続
し
た
。﹃
龍
笛
吹
艶
之
事
﹄
の
⑧
に
は
、﹁
近
江
守
大
神
景
福
ハ
、
其
弟
子
タ

ル
故
ニ
、
少
々
マ
ネ
ヲ
致
サ
レ
候
ト
被
申
。﹂
と
あ
る
。﹁
其
弟
子
﹂
の
﹁
其
﹂
は
、
前
後
の
文
脈
で
岡
昌
忠
の
こ
と
と
判
断
さ
れ
る
。

大
神
（
山
井
）
景
明
︵
一
六
一
七
～
一
六
八
四
︶

　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
大
神
景
明
は
、
大
神
景
治
の
養
子
と
し
て
大
神
家
を
継
い
だ
が
、
じ
つ
は
多
忠
之
︵
忠
行
︶
の
子
で
あ
る
。﹃
地

下
家
伝
﹄
に
よ
れ
ば
、
寛
永
二
○
年
に
紅
葉
山
楽
人
18
と
し
て
江
戸
に
召
さ
れ
た
。﹃
龍
笛
吹
艶
之
事
﹄
㉒
に
は
、﹁
山
井
安
芸
守
景
明
ハ
、
景

福
ノ
弟
子
ニ
テ
、
後
近
直
ノ
弟
子
に
ナ
ラ
レ
候
。﹂
と
あ
り
、
師
匠
は
大
神
景
福
と
上
近
直
の
二
人
で
あ
っ
た
よ
う
あ
る
。
兼
頼
は
﹁
是
モ

ツ
ゝ
マ
ヤ
カ
ニ
ウ
ツ
ク
シ
ク
音
声
能
フ
カ
レ
申
候
。
近
康
ヨ
リ
ヨ
キ
様
ニ
沙
汰
有
之
候
也
。﹂
と
褒
め
て
い
る
。



一
六

狛
（
上
）
近
直
︵
一
五
八
○
～
一
六
五
○
︶、
狛
（
上
）
近
康
︵
一
六
一
二
～
一
六
八
○
︶、

狛
（
上
）
近
豊
︵
一
六
二
一
～
一
六
九
二
︶

　

上
近
直
は
、
南
都
・
狛
氏
の
嫡
流
・
上
家
の
笛
奏
者
で
あ
る
。﹃
楽
家
録
﹄
に
よ
れ
ば
、
文
禄
︵
一
五
九
二
～
一
五
九
六
︶
の
頃
、
後
陽
成

天
皇
が
召
し
た
三
人
の
南
都
楽
人
、
辻
近
弘
︵
笙
︶、
上
近
直
︵
笛
︶、
窪
近
定
︵
篳
篥
︶
の
一
人
で
あ
る
。﹃
地
下
家
伝
﹄
に
よ
れ
ば
、
近
直

に
は
二
人
の
息
子
が
い
る
が
、
近
康
は
、
じ
つ
は
辻
近
弘
の
子
で
、
江
戸
城
紅
葉
山
楽
人
と
し
て
寛
永
年
中
に
江
戸
に
下
っ
た
。
近
豊
は
在
京

で
父
を
継
い
だ
。﹃
地
下
家
伝
﹄
に
は
、﹁
霊
元
院
御
笛
師
範
﹂
と
あ
る
。

　

近
直
は
、
東
儀
兼
頼
よ
り
は
五
○
歳
程
度
年
長
で
あ
り
、﹃
龍
笛
吹
艶
之
事
﹄
の
⑧
に
は
、
龍
笛
の
﹁
ロ
﹂
穴
の
音
程
を
め
ぐ
る
諸
説
の
中

で
、
そ
の
子
・
近
豊
の
談
と
し
て
、
前
出
の
岡
昌
忠
の
吹
く
﹁
ロ
﹂
音
に
上
近
直
が
感
動
し
、
弟
子
入
り
し
た
か
っ
た
も
の
の
、
す
で
に
﹁
師

家
﹂
と
し
て
一
流
を
成
し
て
い
た
近
直
が
、
今
さ
ら
他
流
の
楽
人
に
弟
子
入
り
す
る
の
も
世
間
の
聞
こ
え
が
悪
か
ろ
う
と
気
に
し
て
、
結
局
習

わ
ず
終
い
だ
っ
た
、
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
載
せ
て
い
る
。
兼
頼
と
近
豊
は
九
歳
違
い
で
あ
る
が
、
直
接
に
い
ろ
い
ろ
話
を
す
る
機
会
が
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
江
戸
に
下
っ
た
近
康
は
、
兼
頼
よ
り
二
○
歳
年
長
で
あ
る
が
、
兼
頼
は
近
康
の
笛
を
日
光
山
の
舞
楽
の
節
19
に
聴
く
機
会

が
あ
っ
た
ら
し
く
、﹃
龍
笛
吹
艶
之
事
﹄
㉑
の
中
で
、﹁
中
々
吹
手
ニ
テ
候
﹂
と
褒
め
て
い
る
。

狛
（
辻
）
高
秀
︵
一
六
四
五
～
一
七
○
七
︶

　

後
陽
成
天
皇
に
召
さ
れ
た
南
都
楽
人
・
辻
近
弘
の
子
・
近
元
の
四
男
。﹃
地
下
家
伝
﹄
に
よ
れ
ば
、
東
山
院
︵
一
六
七
五
～
一
七
一
○
︶
御

笛
師
範
。
そ
の
子
・
高
房
も
、
中
御
門
院
︵
一
七
○
二
～
一
七
三
七
︶
御
笛
師
範
と
な
っ
て
い
る
。
高
秀
は
兼
頼
よ
り
も
一
三
歳
年
下
に
な
る

が
、﹃
龍
笛
吹
艶
之
事
﹄
の
⑧
⑨
で
は
、
笛
の
指
孔
と
短
い
旋
律
の
音
程
に
つ
い
て
高
秀
の
説
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。



一
七

狛
（
芝
）
直
葛
︵
一
五
七
五
～
一
六
五
六
︶

　

南
都
の
楽
人
。
正
保
四
︵
一
六
四
七
︶
年
に
、
藤
原
姓
を
与
え
ら
れ
る
20
。﹃
龍
笛
吹
艶
之
事
﹄
㉓
に
は
、﹁
手
強
ク
音
ヲ
カ
ラ
リ
ト
ウ
ツ
ク

シ
ク
吹
レ
気
味
ノ
能
笛
ニ
テ
、
是
ハ
五
六
年
モ
舞
御
覧
ニ
被
吹
候
ヲ
聞
申
候
。﹂
と
あ
り
、
兼
頼
は
直
葛
の
笛
に
好
感
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
直
葛
は
、
兼
頼
よ
り
も
五
七
歳
も
年
長
で
あ
る
が
、
兼
頼
は
﹁
五
六
年
モ
舞
御
覧
ニ
被
吹
候
ヲ
聞
申
候
﹂
と
書
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
直
葛
の
晩
年
の
演
奏
を
聴
く
機
会
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
21
。



一
八

三
　『
龍
笛
吹
艶
之
事
』
で
引
用
さ
れ
る
唱
歌
の
系
統

　

前
述
し
た
よ
う
に
、﹃
龍
笛
吹
艶
之
事
﹄
の
中
に
は
、
指
孔
の
音
程
や
短
い
旋
律
の
吹
き
に
つ
い
て
、
楽
譜
を
交
え
て
説
明
し
て
い
る
部
分

が
あ
る
。
譜
例
は
い
ず
れ
も
非
常
に
断
片
的
で
あ
る
が
、
先
に
示
し
た
二
五
項
目
の
う
ち
三
カ
所
②
③
④
は
、
他
の
楽
譜
史
料
の
記
述
と
符
合

す
る
重
要
な
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
特
に
、
こ
の
う
ち
の
②
と
④
の
記
事
は
、
龍
笛
の
唱し
ょ
う
が歌
に
つ
い
て
﹁
天
王
寺
流
﹂
と
﹁
南
都
流
﹂
が
対
比



一
九

的
に
扱
わ
れ
て
い
て
興
味
深
い
。
唱
歌
と
は
、
龍
笛
や
篳
篥
な
ど
の
管
楽
器
を
学
習
す
る
際
に
唱
え
る
意
味
の
な
い
音
節
か
ら
な
る
歌
で
あ

る
。

　

こ
こ
で
詳
し
く
記
述
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
な
お
、
指
遣
い
の
記
号
と
音
程
は
、
表
二
を
参
照
さ
れ
た
い
。

②
﹁
中
﹂
ノ
穴
ヲ
吹
ト
キ
︵
句
読
点
、
濁
点
は
引
用
者
、﹁　

﹂
と
ル
ビ
は
原
文
通
り
。
以
下
同
様
︶

﹁
中
﹂
ノ
穴
ヲ
吹
ト
キ
ハ
、
是
又
塩
梅
ノ
穴
ニ
テ
ア
レ
バ
タ
ト
ヘ
バ
吹
出
シ
ニ
﹁
中
引
﹂
ト
フ
ク
時
ハ
、
南
都
流
ノ
唱
歌
ノ
如
﹁
中トヲ
リ
イ引﹂

表二　龍笛の指遣いと音程　 ○は開放、●は閉じる

吹　口 左　手 右　手
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人 中 薬 人 中 薬 小
指孔記号 音程
六ろく（責） ○ ● ● ● ● ● ● D
六ろく（和） ○ ● ● ○ ● ● ● D
丁げ（責） ○ ● ○ ○ ○ ○ ● C, C♯
丁げ（和） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● C, C♯
中　ちゅう ● ○ ○ ○ ○ ○ ● B
夕　しゃく ● ● ○ ○ ○ ○ ● A
丄　じょう ● ● ● ○ ○ ○ ○ G
五　ご ● ● ● ● ○ ○ ○ F, F♯
〒　かん ● ● ● ● ● ○ ○ E
ン　じ ● ● ● ● ● ● ○ D♯
ロ　く ● ● ● ● ● ● ● C♯



二
〇

ト
指
ヲ
ソ
ラ
セ
穴
ノ
向
ヒ
ノ
端
ヘ
指
ヲ
覆
ヒ
テ
吹
ベ
キ
ナ
リ
。﹁
中トヲ
リ
イ
ヒ

引
〻
﹂
ト
タ
ゝ
ク
時
モ
同
ジ
息
ヅ
カ
イ
也
。﹁
五
⊥
由
リ
リ
ゝ
ゝ
中

夕
﹂
ト
吹
ト
キ
ハ
﹁
中
﹂
ノ
穴
ヨ
リ
タ
ゞ
ヲ
ロ
ス
ニ
﹁
中リ
夕イラ
﹂
ト
吹
ベ
シ
。
穴
ヲ
オ
ホ
ヒ
唱
歌
ノ
如
ク
指
ヲ
オ
ヨ
ガ
セ
テ
﹁
夕
﹂
ノ
穴
ヘ

ユ
ル
〳
〵
ト
ヲ
ロ
ス
ベ
シ
。
天
王
寺
流
ノ
頌
歌
ヲ
心
ニ
持
、
フ
キ
候
エ
バ
、
吹
音
聲
フ
ツ
ゝ
カ
ニ
、
ツ
ヤ
ナ
ク
、
イ
ヤ
シ
ク
聞
ヘ
テ
ア

シ
。
南
都
ノ
頌
歌
ノ
如
ク
心
ニ
持
テ
吹
ベ
キ
也
。

　

こ
の
記
述
か
ら
わ
か
る
要
点
は
次
の
様
に
整
理
さ
れ
る
。

︵
ａ
︶﹁
中
﹂
の
指
遣
い
は
、﹁
塩
梅
︵
え
ん
ば
い
︶
の
穴
﹂、
す
な
わ
ち
、
音
程
を
微
妙
に
変
え
ら
れ
る
穴
で
あ
る
。

︵
ｂ
︶﹁
中
引
﹂
と
い
う
音
型
の
唱
歌
は
﹁
ト
ヲ
リ
イ
﹂
で
、
指
を
そ
ら
し
て
、
穴
の
向
か
い
側
の
端
を
指
で
覆
っ
て
吹
く
。

︵
ｃ
︶﹁
五
⊥
由
リ
リ
ゝ
ゝ
中
夕
﹂
の
中
の
﹁
中
夕
﹂
は
、﹁
中
﹂
か
ら
下
が
る
時
に
﹁
リ
イ
ラ
﹂
と
吹
く
。
穴
を
覆
っ
て
、
唱
歌
の
ご
と
く
に

指
を
﹁
オ
ヨ
ガ
セ
テ
﹂、﹁
夕
﹂
の
穴
に
ゆ
っ
く
り
下
ろ
す
。

︵
ｄ
︶
天
王
寺
流
の
唱
歌
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
吹
く
と
、
音
が
ふ
つ
つ
か
で
、
つ
や
な
く
、
賎
し
く
聞
こ
え
て
よ
く
な
い
。
南
都
流
の
唱
歌

を
心
で
歌
い
な
が
ら
吹
く
べ
き
で
あ
る
。

　
︵
ａ
︶
に
書
か
れ
て
い
る
、﹁
中
の
穴
は
塩
梅
の
穴
﹂
と
い
う
記
述
は
、
お
そ
ら
く
次
の
よ
う
な
解
釈
が
で
き
る
。
龍
笛
の
指
孔
は
篠
笛
な
ど

に
比
べ
る
と
か
な
り
大
き
く
、
指
を
完
全
に
か
ぶ
せ
る
か
、
一
部
を
開
け
て
お
く
か
な
ど
、
押
さ
え
方
を
微
妙
に
調
節
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当

該
の
音
程
だ
け
で
な
く
、
そ
の
上
下
の
微
妙
な
音
程
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
技
法
に
よ
っ
て
、︵
ｂ
︶
に
例
示
さ
れ
て
い
る

﹁
中
引
﹂
と
い
う
音
型
も
、
微
妙
な
塩
梅
を
つ
け
て
吹
く
こ
と
が
で
き
る
。﹁
ト
ヲ
リ
イ
﹂
は
、
現
在
の
唱
歌
の
音
節
か
ら
推
測
し
て
、﹁
ト
ヲ
﹂

は
和
︵
ふ
く
ら
︶、
す
な
わ
ち
一
オ
ク
タ
ー
ヴ
下
の
Ｂ
、﹁
リ
イ
﹂
は
責
︵
せ
め
︶、
す
な
わ
ち
一
オ
ク
タ
ー
ヴ
上
の
Ｂ
と
推
測
さ
れ
る
。
つ
ま

り
、﹁
中
引
︵
ト
ヲ
リ
イ
︶﹂
は
、
下
の
Ｂ
か
ら
上
の
Ｂ
に
移
る
直
前
の
﹁
ヲ
﹂
の
時
に
、
左
手
人
差
し
指
を
わ
ず
か
に
孔
に
か
ぶ
せ
、
微
妙
に



二
一

音
程
を
下
げ
、
次
に
指
を
開
け
、
息
を
強
く
吹
き
、
一
気
に
オ
ク
タ
ー
ヴ
上
の
Ｂ
に
上
が
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
試
み

に
、
譜
一
の
よ
う
に
五
線
譜
訳
し
て
み
た
。

　
︵
ｃ
︶
に
書
か
れ
て
い
る
﹁
中
夕
﹂
と
い
う
音
型
は
、
現
在
の
唱
歌
で
は
﹁
中
夕
︵
リ
ラ
︶﹂
と
歌
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
音
型
に
関
す

る
兼
頼
の
指
示
は
、﹁
中
︵
リ
︶﹂
Ｂ
か
ら
﹁
夕
︵
ラ
︶﹂
Ａ
に
す
ぐ
に
下
が
る
の
で
は
な
く
、﹁
リ
イ
ラ
﹂
と
い
う
唱
歌
の
よ
う
に
、﹁
イ
﹂
の

部
分
で
指
を
﹁
夕
﹂
の
穴
に
か
ぶ
せ
気
味
に
し
て
、
そ
の
ま
ま
ゆ
っ
く
り
﹁
夕
﹂
の
音
程
に
下
が
る
、
と
解
釈
で
き
る
。
譜
二
の
よ
う
に
な
ろ

う
か
。
こ
の
、
完
全
に
穴
を
塞
が
ず
、
微
妙
に
穴
の
上
に
指
を
覆
い
か
ぶ
せ
気
味
に
す
る
技
法
を
、
兼
頼
は
﹁
指
ヲ
オ
ヨ
ガ
セ
ル
﹂
と
形
容
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
﹁
中
﹂
か
ら
﹁
夕
﹂
へ
移
動
す
る
音
型
は
、
③
﹁
万
歳
楽
﹂
ノ
吹
出
シ
、
の
中
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、﹁
⊥
〻
中
夕
由
リ
リ
﹂

と
い
う
﹁
万
歳
楽
﹂
の
吹
出
の
句
に
含
ま
れ
る
﹁
中
夕
﹂
に
つ
い
て
、﹁
此
時
モ
、
中
ノ
穴
ヲ
前
ニ
云
如
ク
心
得
テ
オ
ヨ
ガ
セ
フ
キ
、﹁
夕
﹂
穴

ヘ
移
ル
ベ
シ
。﹂
と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
唱
歌
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、﹁
ト
ヲ
﹂
の
﹁
ヲ
﹂
や
﹁
リ
イ
﹂
の
﹁
イ
﹂
の
よ
う
な
母

音
の
産
み
字
が
、
こ
こ
で
は
音
程
の
塩
梅
︵
微
妙
な
上
下
︶
を
表
す
際
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う

事
実
で
あ
る
。
産
み
字
は
現
在
の
龍
笛
の
唱
歌
で
も
し
ば
し
ば
現
れ
、
主
と
し
て
、
フ
レ
ー
ズ
の
途

中
で
息
を
切
っ
て
、
お
な
じ
音
を
吹
き
出
す
時
や
、
長
く
の
ば
す
音
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
け
る
時
な

ど
に
使
わ
れ
、
必
ず
し
も
塩
梅
を
表
す
記
号
と
し
て
意
識
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

現
在
と
す
こ
し
異
な
る
産
み
字
の
使
用
法
が
垣
間
見
え
て
、
興
味
深
い
。

　
︵
ｄ
︶
で
は
、
兼
頼
自
身
が
天
王
寺
系
の
楽
人
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
天
王
寺
流
の
唱
歌
に

つ
い
て
か
な
り
否
定
的
な
評
価
が
示
さ
れ
、
南
都
流
を
用
い
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ

譜一「トヲリイ」

譜二「リイラ」



二
二

い
て
は
、
次
の
④
の
記
事
の
中
で
さ
ら
に
詳
し
く
考
察
す
る
。

④
﹁
万
歳
楽
﹂
ノ
初
太
鼓
ヘ
カ
カ
ル
処

﹁
中
夕
⊥
引
〻
丁
中
引
﹂
如
此
、
万
歳
楽
ノ
初
太
鼓
ヘ
カ
ゝ
ル
処
、
是
モ
心
ニ
頌
歌
ヲ
オ
モ
フ
ニ
、﹁
ト
ヲ
ロ
リ
フ
リ
ヤ
﹂
ト
ハ
悪
敷
候

也
。﹁
中
タ
ラ
ラ
フ
ロ
ヲ
ゝ
ラ
ハ

夕
⊥
引
〻
丁チイ
ラ
ア
中
﹂
ト
カ
ロ
ク
フ
ク
ベ
シ
。
初
太
鼓
ア
タ
リ
テ
拍
子
ノ
ツ
ゝ
ラ
ミ
ジ
カ
ク
ナ
キ
様
ニ
、
拍
子
ノ
ア
マ
ル
程
ニ
息
引

ハ
リ
、
能
吹
結
テ
﹁
六
由
リ
中
﹂
ヘ
ウ
ツ
リ
候
エ
バ
、
笙
モ
篳
篥
モ
ツ
ケ
ヨ
ク
楽
ミ
ダ
レ
ズ
候
。
初
太
鼓
ア
タ
リ
テ
拍
子
ヲ
能
ス
ヘ
、
第

二
ノ
太
鼓
マ
デ
程
能
吹
け
ば
、
終
リ
マ
デ
闕
ケ
メ
ナ
ク
候
。

　

こ
の
部
分
は
、
唱
歌
に
関
す
る
興
味
深
い
情
報
を
含
ん
で
い
る
。
引
用
さ
れ
て
い
る
フ
レ
ー
ズ
が
︿
萬
歳
楽
﹀
と
特
定
で
き
る
た
め
、
古
譜

や
現
行
の
旋
律
と
の
比
較
が
可
能
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
冒
頭
の
フ
レ
ー
ズ
は
︿
萬
歳
楽
﹀
の
初
太
鼓
の
付
近
で
あ
る
が
、
笛
の
手
付
け
︵
指
孔
︶
だ
け
を
現
在
の
楽
譜
と
比
較
す
る
と
か
な

り
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
現
行
の
﹁
明
治
撰
定
譜
﹂
22
は
、
唱
歌
を
中
心
に
書
き
、
そ
の
左
側
に
指
孔
を
小
さ
く
書
く
書
式
だ
が
、
そ
こ
か

ら
、
指
の
手
付
け
だ
け
を
取
り
出
す
と
左
記
の
よ
う
に
な
る
。
現
行
譜
の
方
が
、
細
か
い
旋
律
の
動
き
が
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

 

﹃
龍
笛
吹
艶
之
事
﹄　　

 

中
夕
⊥
引　
　

〻
丁
中　
　

引

　
　

現
行
譜　
　
　
　
　
　

中
夕
⊥
〒
五
⊥
〻
丁
中
丁
中
引

両
者
で
特
に
異
な
る
の
は
、
フ
レ
ー
ズ
の
中
間
の
部
分
で
、﹃
龍
笛
吹
艶
之
事
﹄
で
は
﹁
引
﹂
だ
け
の
部
分
が
、
現
行
旋
律
で
は
﹁
〒
五
⊥
﹂



二
三

と
い
う
三
つ
の
音
の
動
き
と
な
っ
て
い
る
。　

　

一
方
、﹃
龍
笛
吹
艶
之
事
﹄
で
は
、
同
じ
フ
レ
ー
ズ
が
再
び
引
用
さ
れ
る
が
、
今
度
は
手
付
け
の
右
側
に
唱
歌
︵
原
文
で
は
﹁
頌
歌
﹂
と
表

記
︶
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
現
在
の
唱
歌
と
比
較
す
る
と
、
よ
く
似
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
﹃
龍
笛
吹
艶
之
事
﹄︵
手
付
け
︶ 

中
夕
⊥
引　
　
　
　

　〻

丁
中　
　

引
23

　
　
﹃
龍
笛
吹
艶
之
事
﹄︵
頌
歌
︶　 

タ
ラ
ラ
フ
ロ
ヲ
ゝ
ラ
ハ　

チ
イ
ラ
ア

　
　

現
行
譜
︵
唱
歌
︶　　

 
 

タ
ラ
ラ
フ
ロ
ヲ　

ラ
ハ　

チ
イ
ラ
ア

　
　

現
行
譜
︵
手
付
け
︶　 

 

中
夕
⊥
〒
五　
　

⊥
　〻

丁
中
丁
中
引

　
﹃
龍
笛
吹
艶
之
事
﹄
の
唱
歌
が
現
行
の
唱
歌
と
同
様
細
か
い
こ
と
か
ら
、﹃
龍
笛
吹
艶
之
事
﹄
の
﹁
中
夕
⊥
引
〻
丁
中
引
﹂
の
中
間
の
﹁
引
﹂

は
、
た
だ
同
じ
音
を
延
ば
す
の
で
は
な
く
、
現
行
と
似
た
よ
う
な
細
か
い
音
の
動
き
を
と
も
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　

さ
て
、
兼
頼
は
、
こ
の
フ
レ
ー
ズ
に
二
つ
の
異
な
る
唱
歌
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
　
﹁
ト
ヲ
ロ
リ
フ
リ
ヤ
﹂　　
　
　
　
　
　

悪
敷
候
也　
　
　

　
　
﹁
タ
ラ
ラ
フ
ロ
ヲ
ゝ
ラ
ハ
チ
イ
ラ
ア
﹂　

ト
カ
ロ
ヤ
カ
ニ
フ
ク
ベ
シ

こ
の
二
つ
は
、
先
に
紹
介
し
た
②
﹁
中
﹂
ノ
穴
ヲ
吹
ト
キ
、
で
否
定
的
に
評
価
さ
れ
て
い
た
﹁
天
王
寺
流
﹂
の
唱
歌
と
、
肯
定
的
に
評
価
さ
れ

て
い
た
﹁
南
都
流
﹂
の
そ
れ
に
対
応
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
前
者
﹁
ト
ヲ
ロ
リ
⋮
﹂
の
方
が
天
王
寺
流
で
、
後
者
﹁
タ
ラ
ラ
フ



二
四

ロ
⋮
﹂
は
南
都
流
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
江
戸
初
期
に
は
、
ど
の
よ
う
な
唱
歌
の
系
統
が
あ
っ
た
の
か
、
次
に
さ
ら
に
複
数

の
楽
譜
史
料
で
検
証
し
て
み
よ
う
。

四
　
江
戸
時
代
の
龍
笛
仮
名
譜

　

龍
笛
の
楽
譜
は
、
中
世
ま
で
は
指
孔
記
号
の
み
を
記
す
本
譜
︵
手
付
け
譜
︶
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
近
世
、
一
七
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
唱

歌
の
音
節
＝
仮
名
を
詳
し
く
記
す
仮
名
譜
が
数
多
く
著
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
で
、
江
戸
時
代
に
編
ま
れ
た
複
数
の
仮
名
譜
の
唱
歌
を
比

較
し
て
み
よ
う
。

四
・
一
『
龍
笛
仮
名
譜
（
兼
頼
譜
）』『
六
調
子
曲
譜
　
和
琴
（
貞
致
譜
）』「
狛
家
　
横
笛
譜
面
（
近
貞
譜
）」

　

現
在
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
古
楽
譜
の
中
に
、
旧
伏
見
宮
家
蔵
﹃
龍
笛
仮
名
譜
﹄︵
伏　

八
○
九
︶
と
い
う
笛
譜
が
あ
る
。
す
で
に
以
前

に
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
が
︵
寺
内　

二
○
○
四
︶、
奥
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
楽
譜
は
、﹃
龍
笛
吹
艶
之
事
﹄
の
著
者
・
東
儀
兼
頼
に
よ
っ
て
、

延
宝
八
︵
一
六
八
○
︶
年
に
撰
述
さ
れ
た
24
。
以
下
、﹃
兼
頼
譜
﹄
と
略
す
。
所
収
曲
は
、
壱
越
調
、
平
調
、
盤
渉
調
、
太
食
調
の
音
取
と
、

壱
越
調
八
曲
、
平
調
一
二
曲
、
盤
渉
調
六
曲
、
太
食
調
五
曲
、
高
麗
六
曲
で
あ
る
。
双
調
と
黄
鐘
調
の
曲
を
含
ま
ず
、
代
わ
り
に
高
麗
曲
を
収

め
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
記
譜
法
は
、
唱
歌
の
仮
名
と
、
太
鼓
︵
拍
子
︶
と
小
拍
子
を
示
す
点
の
み
で
、
音
高
を
表
す
手
付
け
︵
指

孔
︶
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　
﹃
六
調
子
曲
譜　

和
琴
﹄︵
伏　

九
○
○
︶
も
、
同
じ
く
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
、
旧
伏
見
宮
家
蔵
の
楽
譜
で
あ
る
。
唐
楽
の
和
琴
譜
だ
が
、
和

琴
の
譜
字
の
脇
に
龍
笛
の
唱
歌
を
記
し
て
い
る
。
壱
越
調
三
曲
、
平
調
七
曲
、
双
調
八
曲
、
太
食
調
二
曲
、
黄
鐘
調
七
曲
、
盤
渉
調
七
曲
を
収

め
る
。
こ
の
史
料
も
拙
稿
で
扱
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
曲
目
一
覧
等
の
詳
細
は
そ
ち
ら
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
︵
寺
内　

二
○
○
四
︶。



二
五

伏
見
宮
第
一
三
代
貞
致
親
王
︵
一
六
三
二
～
一
六
九
四
︶
撰
の
伝
承
が
あ
る
25
。
親
王
の
生
没
年
を
考
慮
す
る
と
、
お
そ
ら
く
一
七
世
紀
後
半

の
成
立
と
思
わ
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
さ
ら
に
、
新
た
に
、
菊
亭
家
の
楽
譜
史
料
を
考
察
す
る
。
菊
亭
︵
今
出
川
と
も
︶
は
藤
原
北
家
の
流
れ
、
西
園
寺
か
ら
分
か
れ

た
家
で
、
琵
琶
、
箏
な
ど
の
伝
承
を
伝
え
て
き
た
堂
上
の
家
柄
で
あ
る
。
現
在
、
そ
の
文
書
の
多
く
は
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
と
専
修
大
学

附
属
図
書
館
に
架
蔵
さ
れ
て
い
る
。
専
修
大
学
が
一
九
九
五
年
に
発
行
し
た
﹃
菊
亭
文
庫
目
録
﹄
に
は
、
多
く
の
雅
楽
譜
史
料
が
目
録
化
さ
れ

て
お
り
、
堂
上
家
と
地
下
楽
人
と
の
伝
承
の
交
流
が
知
ら
れ
て
興
味
深
い
。
そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
菊
亭
家
は
、
地
下
楽
人
に
絃
楽
器
を
教
授
す

る
一
方
、
地
下
楽
人
か
ら
は
笛
、
篳
篥
、
笙
な
ど
を
習
い
、
特
に
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
い
く
つ
か
の
楽
家
と
頻
繁
に
交
流
し
て
い
た
。
菊
亭

家
文
書
の
中
に
は
、
南
都
系
の
狛
氏
か
ら
得
た
一
連
の
龍
笛
の
伝
授
譜
が
あ
る
。
伝
授
譜
と
は
、
そ
の
楽
曲
を
確
か
に
相
伝
し
た
と
い
う
証
拠

に
、
師
が
弟
子
に
与
え
る
当
該
楽
曲
の
譜
面
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、﹃
菊
亭
文
庫
目
録
﹄
口
絵
に
あ
る
、﹃
平
調
五
常
楽
急
﹄
と
﹃
千
秋
楽
﹄
の

譜
面
を
分
析
対
象
と
す
る
。﹃
平
調
五
常
楽
急
﹄
に
は
、﹁
仲
夏
下
浣
／
狛
近
貞
︵
花
押
︶﹂
と
あ
る
。
近
貞
は
、
狛
氏
嫡
流
の
上
近
貞

︵
一
六
八
九
～
一
七
一
二
︶
の
こ
と
で
、
す
で
に
紹
介
し
た
、
後
陽
成
天
皇
の
時
に
京
都
に
召
さ
れ
た
上
近
直
、
そ
の
子
・
近
豊
の
流
れ
を
く

む
楽
人
で
あ
る
。
近
貞
は
、宝
永
四
︵
一
七
○
七
︶
年
に
大
量
の
壱
越
調
曲
や
盤
渉
調
の
︿
萬
秋
楽
﹀
を
今
出
川
伊
季
︵
一
六
六
○
～
一
七
○
九
︶

に
伝
授
し
て
い
る
の
で
、﹃
平
調
五
常
楽
急
﹄
も
こ
の
頃
伝
授
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。﹃
千
秋
楽
﹄
に
も
年
紀
が
な
い
が
、
お

そ
ら
く
同
時
期
の
成
立
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
﹃
千
秋
楽
﹄
は
、
唱
歌
の
内
容
か
ら
、
黄
鐘
調
︿
千
秋
楽
﹀
と
思
わ
れ
る
。
両
史
料
と

も
、
中
央
に
唱
歌
を
大
き
く
記
し
、
そ
の
左
に
指
孔
の
記
号
︵
手
付
け
︶、
右
側
に
拍
子
、
小
拍
子
を
記
す
。

四
・
二
『
六
調
子
曲
仮
名
譜
（
新
浄
安
院
譜
）』『
六
調
子
曲
仮
名
譜
（
季
資
譜
）』

　

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
、
旧
伏
見
宮
家
楽
譜
群
の
中
に
は
、
幕
末
一
九
世
紀
の
楽
譜
も
多
数
含
ま
れ
る
。
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六

　
﹃
六
調
子
曲
仮
名
譜
﹄︵
伏　

八
三
五
︶
は
、
二
冊
か
ら
成
る
大
部
の
龍
笛
楽
譜
で
、
外
題
は
﹁
六
調
子
曲
仮
名
譜
﹂、
内
題
は
無
い
。
所
収

曲
は
表
三
︵
文
末
︶
の
通
り
で
あ
る
。
中
央
に
笛
唱
歌
の
仮
名
、
左
に
笛
の
手
付
け
、
右
に
琵
琶
譜
字
︵
朱
︶
を
記
す
。
実
際
に
か
な
り
使
用

さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
全
体
に
手
あ
か
に
ま
み
れ
た
感
じ
で
、
各
丁
表
の
左
下
は
、
紙
を
め
く
る
た
め
に
文
字
が
消
え
て
し
ま
っ
て
い
る
部

分
も
あ
る
。
第
二
冊
の
末
尾
に
﹁
新
浄
安
院
御
者
御
所
持
之
御
譜
也
／
十
一
年
亥
ノ
残
冬
九
皐
ア
ツ
カ
ル
了
﹂
と
い
う
奥
書
を
有
す
。﹁
新
浄

安
院
﹂
と
は
、
一
条
輝
良(

一
七
五
六
～
一
七
九
五)

の
娘
・
輝
子
︵
一
七
九
五
～
一
八
二
八
︶
の
こ
と
で
、
伏
見
宮
貞
敬
親
王
︵
一
七
七
五

～
一
八
四
一
︶
の
室
で
あ
る
。﹁
十
一
年
﹂
と
﹁
亥
﹂
が
一
致
す
る
年
は
幕
末
で
は
見
当
た
ら
な
い
26
。
あ
る
い
は
文
政
一
○
丁
亥
＝

一
八
二
七
年
、
天
保
一
○
己
亥
＝
一
八
三
九
年
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。﹁
九
皐
﹂
に
つ
い
て
も
不
詳
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
一
八
世
紀
末

か
ら
一
九
世
紀
前
半
に
成
立
し
た
龍
笛
譜
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
﹃
新
浄
安
院
譜
﹄
と
呼
ぶ
。

　

旧
伏
見
宮
家
楽
譜
群
に
、
ま
た
別
の
﹃
六
調
子
曲
仮
名
譜
﹄
が
あ
る
︵
伏　

八
一
八
︶。
や
や
小
振
り
で
、
横
長
の
冊
子
本
︵
二
冊
︶
で
あ

る
。
外
題
は
﹁
六
調
子
曲
仮
名
譜
﹂、
内
題
な
し
。
第
二
冊
目
の
末
尾
に
﹁
這
譜
依
／
伏
見
殿
仰
加
校
合
了
／
安
政
元
年　

大
呂
中
旬
／
大
夫

将
監
季
資
﹂
と
い
う
奥
書
を
有
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
安
倍
季
資
が
、
安
政
元
︵
一
八
五
四
︶
年
に
校
閲
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
安
倍
季
資

︵
一
八
一
三
～
一
八
六
八
︶
は
、
天
王
寺
︵
在
天
︶
楽
人
の
林
廣
胖
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
在
京
の
安
倍
季
良
の
養
子
と
な
っ
た
。
本
来
は
、

篳
篥
奏
者
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
笛
譜
を
撰
述
し
た
と
い
う
よ
り
、
校
閲
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、﹃
季
資
譜
﹄
と
呼
ぶ
。
本
譜
は
、
中

央
に
笛
唱
歌
の
仮
名
、
左
に
笛
の
手
付
け
、
右
に
箏
譜
字
、
一
部
の
曲
に
は
箏
の
右
に
さ
ら
に
琵
琶
譜
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
全
体
に
、
精
緻

な
筆
致
で
書
か
れ
て
お
り
、
こ
の
譜
が
実
際
に
使
用
さ
れ
た
形
跡
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
所
収
曲
は
文
末
表
四
の
通
り
で
あ
る
。

四
・
三
　
江
戸
時
代
の
龍
笛
唱
歌
の
系
統

　

そ
れ
で
は
次
に
、
実
際
に
、
こ
れ
ら
の
史
料
に
見
ら
れ
る
龍
笛
の
唱
歌
を
比
較
分
析
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、﹃
龍
笛
吹
艶
之
事
﹄
で
引
用
さ
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れ
て
い
た
︿
萬
歳
楽
﹀
の
唱
歌
を
示
す
。
比
較
の
た
め
に
、
前
掲
・
安
倍
季
尚
撰
﹃
楽
家
録
﹄
中
に
見
ら
れ
る
︿
萬
歳
楽
﹀
の
唱
歌
、
そ
れ
に

現
行
﹁
明
治
選
定
譜
﹂
の
唱
歌
と
手
付
け
を
記
す
︵
譜
三
︶。︿
萬
歳
楽
﹀
は
リ
ズ
ム
類
型
と
し
て
は
、
延
八
拍
子
に
属
す
る
た
め
、
一
小
拍
子

中
の
音
が
多
い
。
こ
こ
で
は
分
析
の
都
合
上
、
便
宜
的
に
一
小
拍
子
を
二
つ
の
フ
レ
ー
ズ
に
分
割
し
、
フ
レ
ー
ズ
①
か
ら
⑧
ま
で
通
し
番
号
を

つ
け
た
。

　
﹃
龍
笛
吹
艶
之
事
﹄
で
引
用
さ
れ
て
い
た
部
分
は
、
フ
レ
ー
ズ
⑤
⑥
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。﹃
龍
笛
吹
艶
之
事
﹄
で
は
、﹁
カ
ロ
ク
フ
ク

︵
軽
く
吹
く
︶﹂
よ
い
唱
歌
と
し
て
﹁
タ
ラ
ラ
フ
ロ
ヲ
ラ
ハ
﹂、
一
方
﹁
悪
敷
候
﹂
唱
歌
と
し
て
﹁
ト
ヲ
ロ
リ
フ
リ
ヤ
﹂
が
引
用
さ
れ
て
い
た
が
、

兼
頼
が
一
六
八
○
年
に
著
し
た
﹃
龍
笛
仮
名
譜
︵
兼
頼
譜
︶﹄
に
は
、
ま
さ
に
、﹁
悪
敷
﹂
唱
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、﹃
貞
致
譜
﹄

﹃
楽
家
録
﹄
に
は
、﹁
カ
ロ
ク
フ
ク
﹂
唱
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、﹃
兼
頼
譜
﹄
は
天
王
寺
系
の
唱
歌
で
記
さ
れ
た
龍
笛
譜
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
す
で
に
別
項
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、﹃
兼
頼
譜
﹄
は
龍
笛
譜
で
あ
る
が
、
エ
行
の
母
音
が
し
ば
し
ば
現
れ
る
。︿
萬
歳
楽
﹀

で
は
フ
レ
ー
ズ
③
④
︵
網
掛
け
で
表
示
︶
に
現
れ
る
。
ち
な
み
に
、
現
在
の
﹁
明
治
撰
定
譜
﹂
龍
笛
譜
に
は
エ
行
の
音
は
使
わ
れ
な
い
。
エ
行

の
音
は
、
天
王
寺
系
の
篳
篥
唱
歌
に
も
頻
出
す
る
。
天
王
寺
系
の
伝
承
で
は
、
篳
篥
と
笛
の
唱
歌
で
似
通
っ
て
い
る
部
分
が
散
見
さ
れ
る
。

　

譜
四
は
︿
五
常
楽
急
﹀
の
比
較
譜
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
﹃
兼
頼
譜
﹄
は
他
と
異
な
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
ま
ず
、
エ
行
の
音
が
フ
レ
ー
ズ

⑲
㉗
に
現
れ
る
。
フ
レ
ー
ズ
③
⑦
で
は
、
他
譜
が
﹁
ト
ウ
ル
リ
﹂
も
し
く
は
﹁
ト
ヲ
ル
リ
﹂
の
と
こ
ろ
、﹃
兼
頼
譜
﹄
は
﹁
タ
ア
ロ
リ
﹂
と
母

音
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
同
様
に
、
フ
レ
ー
ズ
⑮
で
は
他
譜
が
﹁
タ
ア
ラ
ロ
ロ
ラ
﹂
で
あ
る
の
に
対
し
、﹃
兼
頼
譜
﹄
だ
け
が
﹁
ロ
ヲ
ロ

ル
ル
ロ
﹂
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
フ
レ
ー
ズ
⑩
か
ら
⑪
に
か
け
て
見
ら
れ
る
﹁
懸か
け
ぶ
き吹
﹂
27
と
呼
ば
れ
る
音
型
は
、﹃
兼
頼
譜
﹄
に
は
見
ら

れ
な
い
28
。
こ
の
よ
う
に
、﹃
兼
頼
譜
﹄
は
様
々
な
点
で
、
他
に
例
の
な
い
独
自
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、﹃
兼
頼
譜
﹄
以
外
の
譜
が
す
べ
て
一
致
し
て
い
る
か
と
言
う
と
、
そ
う
で
は
な
く
、
細
か
い
点
で
は
相
互
に
微
妙
に
異
な
る
。

し
か
し
、
大
ま
か
に
は
、﹃
貞
致
譜
﹄﹃
近
貞
譜
﹄
の
グ
ル
ー
プ
と
、﹃
新
浄
安
院
譜
﹄﹃
季
資
譜
﹄
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
譜
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四
︿
五
常
楽
﹀
で
確
認
で
き
る
両
グ
ル
ー
プ
の
差
異
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
ま
ず
、
フ
レ
ー
ズ
③
⑦
⑪
⑫
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
前
者
で

は
﹁
ト
ヲ
ル
リ
﹂、
後
者
で
は
﹁
ト
ウ
ル
リ
﹂
と
、
か
な
り
規
則
的
に
﹁
ヲ
﹂
と
﹁
ウ
﹂
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
フ
レ
ー
ズ
⑤
⑥
、

譜
三
　〈
萬
歳
楽
〉
の
唱
歌
比
較

・
・

・
○

貞
致
譜

ツ
　
ラ
ア
引
ハ
ア
リ
イ
イ
ヤ
ア
ル
ラ
ア
ル
ラ
ル
ウ

ラ
　
ア
引

タ
ア
ラ
ラ
フ
ロ
ヲ
引
ラ
ハ

チ
イ
イ
ラ
ア
ア
　
引

兼
頼
譜

タ
　
ア
引
ハ

リ
イ
ヤ
ル

レ
エ
ル
レ
ル
レ
エ
ヘ
　
エ

ト
ヲ
ロ
リ
フ
リ
ヤ
ア
引
ハ

 
リ
イ
ヤ

ア
    引

楽
家
録

止
　
羅
波

利
　
也
留

羅
　
留
羅
留

多
　
羅
羅
不
呂
遠
　
羅
波

乳
　
羅

阿

吹
艶
（
良
）

タ
 ラ
ラ
フ
ロ

 
ヲ
ゝ
ラ
ハ

 
チ
イ
ラ
ア

吹
艶
（
悪
）

ト
ヲ
ロ
リ
フ
リ
ヤ

新
浄
安
院
譜
ト
ウ
ラ
ハ

リ
イ
ヤ
ア
ル

ラ
ア
ル
ラ
ル

ラ
　
ア

ト
ロ
リ
ヲ
ロ
ウ
引
　
ラ
ハ

チ
イ
ラ
ア

引

季
資
譜

ト
ウ
ラ
ハ

チ
イ
ヤ
ア
ル

ラ
ア
ル
ラ
ル

ラ
　
ア

ト
ロ
リ
フ
ロ
ウ
引
　
ラ
ハ

チ
イ
ラ
ア

引

現
行

ト
ウ
ラ
ハ

チ
　
ヤ
ア
ル

ラ
ア
ル
ラ
ル

ラ
　
　
ア

タ
 ラ
ラ
フ
ロ

ヲ
　
　
ラ
ハ
チ
イ
ラ

ア
　
引

現
行
指
孔

五
　
⊥
�

中
　
夕
　
⊥

夕
　
⊥
夕
⊥

夕
中

 夕
⊥
〒
五

   　
  ⊥
�

丁
中
丁
中

音
程

F   G
 〃

B   A – G
A – G

 A G
  

 A    -
B  A G

 E F 
 -     G

 〃
 

 cB  cB
-  -

フ
レ
ー
ズ
①

フ
レ
ー
ズ
②

フ
レ
ー
ズ
③

フ
レ
ー
ズ
④
フ
レ
ー
ズ
⑤

フ
レ
ー
ズ
⑥
フ
レ
ー
ズ
⑦
フ
レ
ー
ズ
⑧

備
考
（
譜
三
、
四
、
五
と
も
共
通
）

　
貞
　
致
　
譜
＝
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
、
旧
伏
見
宮
家
蔵
『
六
調
子
曲
譜
　
和
琴
』（
伏
900）

17世
紀
後
半

　
近
　
貞
　
譜
＝
専
修
大
学
附
属
図
書
館
蔵
、
菊
亭
家
旧
蔵
「
横
笛
譜
面
」（
323）（

343）
1707年

頃
　
兼
　
頼
　
譜
＝
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
、
旧
伏
見
宮
家
蔵
『
龍
笛
仮
名
譜
』（
伏
809）

1680年
　
楽
　
家
　
録
＝『
楽
家
録
』
第
巻
十
二
「
横
笛
」
第
十
八
「
案
譜
」
中
「
萬
歳
楽
之
詞
」
よ
り
（『
日
本
古
典
全
集
』）
1690年

　
吹
　
　
　
艶
＝
東
京
藝
術
大
学
蔵
『
龍
笛
吹
艶
之
事
』
17世
紀
末
～
18世
紀
初
頭

　
新
浄
安
院
譜
＝
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
、
旧
伏
見
宮
家
蔵
『
六
調
子
曲
仮
名
譜
』（
伏
835）　

18世
紀
末
～
19世
紀
前
半

　
季
　
資
　
譜
＝
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
、
旧
伏
見
宮
家
蔵
『
六
調
子
曲
仮
名
譜
』（
伏
818)19世

紀
前
半

　
現
　
　
　
行
＝
明
治
九
年
選
定
『
龍
笛
中
小
曲
譜
　
上
』
1876年

（
東
京
藝
術
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
）
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譜
四
　〈
五
常
楽
急
〉
の
唱
歌
比
較

 

・
・

・
・

○
・

・
・

貞
致
譜

ト
ヲ
ロ
ホ

ル
ウ
イ

ト
ヲ
ル
リ

ト
　
ヲ

ト
　
ヲ

ホ
　
ヲ

ト
ヲ
ル
リ

ト
　
ヲ
　

近
貞
譜

チ
イ
ラ
ハ

ロ
　
引

ト
ヲ
ル
リ

ト
　
引

ト
　
ヲ

ホ
　
引

ト
ヲ
ル
リ

ト
　
引

兼
頼
譜

ト
ヲ
ロ
ホ

ル
ウ
イ

タ
ア
ロ
リ

ト
ヲ
イ

タ
　
ア

ハ
　
ア

タ
ア
ロ
リ

ト
ヲ
イ

楽
家
録

止
　
呂
保

留
　
伊

止
遠
留
伊

止
　
伊

新
浄
安
院
譜
ト
ウ
ロ
ホ

ル
ウ
イ

ト
ウ
ル
リ

ロ
ウ
イ

タ
　
ア

ハ
　
ア

ト
ウ
ル
リ

ロ
ウ
イ

季
資
譜

ト
ウ
ロ
ホ

ル
ウ
イ

ト
ウ
ル
リ

ロ
ウ
イ

タ
　
ア

ハ
　
ア

ト
ウ
ル
リ

ロ
ウ
イ

現
行

ト
　
ロ
ホ
＊

ル
ウ
イ

ト
ヲ
ル
リ

ロ
　
イ

タ
　
ア

ハ
　
ア

ト
ヲ
ル
リ

ロ
　
イ

現
行
指
孔

中
夕
�

五
　
⊥

五
⊥
五
夕

五
　
⊥

〒
　

�
五
⊥
五
夕

五
　
⊥

音
程

B  A 〃
F -  G

F G
  F A    

 F    G
 E   -

 〃
   -

 F G
 F A

F   G
 

フ
レ
ー
ズ
①

フ
レ
ー
ズ
②

フ
レ
ー
ズ
③

フ
レ
ー
ズ
④
フ
レ
ー
ズ
⑤

フ
レ
ー
ズ
⑥
フ
レ
ー
ズ
⑦
フ
レ
ー
ズ
⑧

＊
繰
り
返
し
時
は
「
チ
　
ラ
ハ
」

・
・

・
・

○
・

・
・

貞
致
譜

ト
　
ヲ

ホ
　
ヲ
　
　
　
フ
ロ
　
ヲ
ル

 
ロ
ヲ
ホ
ヲ

    
ト
　
ヲ

ト
ヲ
ホ
ヒ

タ
ア
ラ
ロ
ロ
ラ

 
ロ
ヲ
イ
　
　
タ

近
貞
譜

ト
　
ヲ

ホ
　
ヲ
　
　
　
フ
ロ
　
ヲ
ル

 
ロ
ヲ
ホ
ヲ

    
ト
　
引

ト
ヲ
ホ
ヒ

タ
ア
ラ
ロ
ロ
ラ

 
ロ
　
引
　
　
タ

兼
頼
譜

タ
　
ア

ハ
　
ア

リ
　
イ
ヤ

ロ
ヲ
ホ
ヲ

ト
　
ヲ

ト
ヲ
ホ
ヒ

ロ
ヲ
ロ
ル
ル
ロ

 
ル
ウ
イ
　
　
ト

楽
家
録

止
　
保
非

多
　
羅
呂
呂
羅
　

留
　
伊

新
浄
安
院
譜
タ
　
ア

ホ
　
ヲ
　
　
　
フ
ロ
　
ウ
ル

ロ
　
ホ

ト
　
ウ

ｚ
ト
ウ
ホ
ヒ
タ
ア
ラ
ロ
ロ
ラ
フ

 
ロ
ウ
イ
　
　
ト

季
資
譜

タ
　
ア

ホ
　
ヲ
　
　
　
フ
ロ
　
ウ
ル

ロ
ウ
ホ

ト
　
ウ

ト
ウ
ホ
ヒ

タ
ア
ラ
ロ
ロ
ラ
フ
ロ
イ
ロ
ウ
イ
　
　
ト

現
行

タ
　
ア

ハ
　
ア
　
　
　
フ
ロ
　
ヲ
ル

ロ
　
ヲ

ト
　
ヲ

ト
　
ホ
ヒ

タ
ア
ラ
ロ
ロ
ラ
フ

 
ロ

  イ
　
　

 ト

現
行
指
孔

〒
　
　
　
　
　
　
丁
六
　
　
丁

六
中

　
　
　
セ

中
　
夕
五
⊥
夕
〒

五
　
⊥
　
　
六

音
程

E    - 
〃

   -　
  　

G
#C

 D
   - C#

D
     -

B    -        
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B' 
B

 B
 A

 F G
 A E  

F   G
 　
　

  D
 

フ
レ
ー
ズ
⑨
フ
レ
ー
ズ
⑩

フ
レ
ー
ズ
⑪
フ
レ
ー
ズ
⑫
フ
レ
ー
ズ
⑬
フ
レ
ー
ズ
⑭
フ
レ
ー
ズ
⑮

フ
レ
ー
ズ
⑯



三
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・
・

・
・

○
・

・
・

貞
致
譜

リ
イ
ロ
ヲ

ホ
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ロ
ホ

チ
イ
イ
ラ

タ
ア
リ
ロ
ヲ
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ヲ

タ
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ロ
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ヲ
ツ
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ヲ
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ヲ
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ロ
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ヲ
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音
程

E   D
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F G
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 B

 B
 B - A

 F G
 A 
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 B
   - 

フ
レ
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ズ
⑰
フ
レ
ー
ズ
⑱
フ
レ
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ズ
⑲
フ
レ
ー
ズ
⑳

フ
レ
ー
ズ
�
フ
レ
ー
ズ
�

フ
レ
ー
ズ
�

フ
レ
ー
ズ
�

・
・

・
・

○
・

・
・

貞
致
譜

ト
　
ヲ

ロ
ヲ
ホ
ヲ

チ
イ
イ
ヤ

ト
　
ヲ

ホ
　
ヲ

ト
　
ヲ

引

近
貞
譜

ト
　
引

ロ
ヲ
ホ

チ
引
イ
ヤ

ト
　
引

ホ
　
ヲ

ト
　
引

ヲ
引

兼
頼
譜

タ
　
ア

ロ
ホ
ホ
ヲ

テ
　
イ
ラ

タ
　
ア

ハ
　
ア

タ
　
ア

引

楽
家
録

ｘ

新
浄
安
院
譜
タ
　
ア

ロ
ウ
ホ

チ
　
イ
ヤ

タ
　
ア

ハ
　
ア

タ
  ア

 
引

引

季
資
譜

タ
　
ア

ロ
ウ
ホ

チ
　
イ
ヤ

タ
　
ア

ハ
　
ア

タ
  ア

引
引

現
行

タ
　
ア

ロ
　
ホ

チ
　
イ
イ
ヤ
タ
　
ア

ハ
　
ア

タ
  ア

引
　
ア

引
　
引

現
行
指
孔

〒
六
　
�

五
　
⊥
五

〒
�

〒

音
程

E     -       
D

  〃
         

F - G
 F        

E    -       
〃
　

 -         
E   -     

 -　
-   

 -　
 - 

フ
レ
ー
ズ
�
フ
レ
ー
ズ
�
フ
レ
ー
ズ
�
フ
レ
ー
ズ
�

フ
レ
ー
ズ
�
フ
レ
ー
ズ
�

フ
レ
ー
ズ
�

フ
レ
ー
ズ
�



三
一

フ
レ
ー
ズ
⑨
⑩
、
フ
レ
ー
ズ
㉕
な
ど
で
は
、
前
者
で
は
、﹁
ト　

ヲ　

﹂﹁
ホ　

ヲ　

﹂
と
、
オ
の
母
音
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
後
者
は
、﹁
タ

　

ア　

﹂﹁
ハ　

ア　

﹂
と
、
ア
の
母
音
が
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
フ
レ
ー
ズ
⑮
で
は
、
末
尾
に
﹁
フ
︵
〒
＝
Ｅ
︶﹂
が
入
る
か
入
ら
な
い
か

で
、
両
者
に
差
が
あ
る
。
そ
れ
に
続
く
フ
レ
ー
ズ
⑯
⑰
で
は
、
前
者
は
﹁
タ　

リ
イ
ロ
ヲ
﹂
で
あ
る
と
こ
ろ
、
後
者
は
﹁
ト　

ラ
ア
ロ
ウ
﹂

と
、
や
は
り
母
音
の
使
用
で
違
い
が
見
ら
れ
る
。

　

譜
五
は
、
黄
鐘
調
︿
千
秋
楽
﹀
の
比
較
譜
で
あ
る
。
フ
レ
ー
ズ
①
⑥
⑨
⑩
な
ど
で
、︿
五
常
楽
急
﹀
と
同
じ
く
、﹃
貞
致
譜
﹄﹃
近
貞
譜
﹄
で

は
、
オ
の
母
音
が
使
わ
れ
て
い
る
部
分
で
、﹃
新
浄
安
院
譜
﹄﹃
季
資
譜
﹄
は
ア
音
が
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、﹁
ト
ヲ
﹂
と
﹁
ト
ウ
﹂
の
使
い

分
け
も
︿
五
常
楽
急
﹀
と
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
フ
レ
ー
ズ
⑫
で
は
、
前
者
は
﹁
ロ　

ト
ル
ロ
﹂
と
い
う
ふ
う
に
、﹁
ロ
﹂
の
あ
と
に
休
符
が

あ
る
が
29
、
後
者
は
﹁
ラ
ア
ル
ラ
﹂
の
よ
う
に
休
符
が
な
い
。
同
じ
こ
と
が
、
フ
レ
ー
ズ
⑭
で
も
見
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、︿
萬
歳
楽
﹀
の
唱
歌
の
比
較
と
、﹃
龍
笛
吹
艶
之
事
﹄
の
記
述
か
ら
、﹃
兼
頼
譜
﹄
は
天
王
寺
系
の
唱
歌
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、︿
五
常
楽
急
﹀
と
︿
千
秋
楽
﹀
の
比
較
か
ら
、﹃
貞
致
譜
﹄﹃
近
貞
譜
﹄
は
同
系
統
と
判
断
さ
れ
る
。﹃
近
貞
譜
﹄
は
南
都
系
の
狛
近
貞
の

筆
で
あ
る
。
上
近
貞
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
上
近
直
の
子
孫
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、﹃
近
貞
譜
﹄
に
近
い
﹃
貞
致
譜
﹄
も
南
都
系
の

唱
歌
と
推
察
さ
れ
る
。﹃
貞
致
譜
﹄
の
︿
萬
歳
楽
﹀
の
唱
歌
は
、﹃
龍
笛
吹
艶
之
事
﹄
の
南
都
系
と
比
定
さ
れ
る
唱
歌
と
も
符
合
し
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、﹃
新
浄
安
院
譜
﹄﹃
季
資
譜
﹄
の
系
統
は
、
天
王
寺
流
、
南
都
流
以
外
、
す
な
わ
ち
大
神
流
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
判
断
す
る

た
め
に
は
、﹁
大
神
流
﹂
と
確
認
で
き
る
笛
の
仮
名
譜
が
必
要
で
あ
る
。
大
神
流
の
笛
譜
は
﹃
基
政
笛
譜
﹄
や
﹃
註
大
神
龍
笛
要
録
譜
﹄
な
ど
、

古
代
か
ら
中
世
に
成
立
し
た
指
孔
記
号
の
み
の
本
譜
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
唱
歌
を
中
心
と
し
た
近
世
の
仮
名
譜
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て

い
な
い
。
管
見
に
よ
れ
ば
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
﹃
萬
秋
楽
仮
名
譜
﹄
と
い
う
龍
笛
譜
が
あ
り
︵
伏
八
八
三
︶、
こ
れ
が
大
神
氏
の
伝
承
を
記
し

た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
史
料
の
奥
書
に
は
、﹁
右
萬
秋
楽
假
名
譜
一
帖
者
／
寛
政
四
壬
子
年
十
二
月
十
六
日
／
大
曲　

御
相
傳
之
節
御

譜
之
／
草
也
仍
大
神
景
貫
家
残
置
者
也
／
云
爾
正
六
位
下
行
右
兵
衛
大
志
安
倍
季
随
謹
書
﹂
と
あ
り
、
大
神
景
貫
︵
一
七
○
八
～
一
七
九
五
︶



三
二

譜
五
　〈
千
秋
楽
〉（
黄
鐘
調
）
比
較
譜
（
冒
頭
か
ら
拍
子
三
つ
）

・
・

・
・

○
・

・
・

貞
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ト
ヲ
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ル
ロ
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ロ
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引

引
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ヲ
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引

引
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ヲ
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引
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夕
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程
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ハ
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イ
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⑯



三
三

が
、
光
格
天
皇
︵
一
七
七
一
～
一
八
四
○
︶
に
︿
萬
秋
楽
﹀
を
伝
授
し
た
30
時
︵
寛

政
四
＝
一
七
九
二
年
︶
の
草
稿
を
安
倍
季
随
が
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
大
神

景
貫
は
、
大
神
家
の
庶
流
・
景
村
の
子
に
生
ま
れ
、
嫡
流
の
景
武
の
養
子
と
な
っ
た

が
、
実
兄
に
、
安
倍
家
に
養
子
に
行
っ
た
季
任
︵
一
七
○
四
～
一
七
五
八
︶
が
い
る
。

季
随
︵
一
七
七
七
～
一
八
五
四
︶
は
季
任
の
孫
で
あ
る
。
大
神
流
の
笛
譜
を
安
倍
家

が
所
有
す
る
の
は
、
こ
う
し
た
養
子
関
係
の
故
と
推
察
さ
れ
る
。

　

こ
の
譜
の
唱
歌
は
、﹁
ト
ウ
ル
リ
﹂
の
よ
う
に
延
ば
す
音
に
﹁
ウ
﹂
母
音
を
使
用
す
る
点
で
、﹃
新
浄
安
院
譜
﹄﹃
季
資
譜
﹄
に
似
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
﹃
新
浄
安
院
譜
﹄﹃
季
資
譜
﹄
を
﹁
大
神
流
﹂
と
即
断
す
る
の
は
こ
こ
で
は
避
け
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
譜
を
著
し

た
大
神
景
貫
の
実
家
は
、
三
代
前
の
景
福
か
ら
父
・
景
村
の
代
ま
で
、
い
ず
れ
も
天
王
寺
の
岡
家
ま
た
は
林
家
か
ら
養
子
を
迎
え
て
い
る
︵
前

掲
、
大
神
氏
系
図
参
照
︶。
ま
た
、
養
子
先
の
景
武
の
流
も
、
四
代
前
の
景
明
か
ら
祖
父
の
景
剩
ま
で
、
い
ず
れ
も
多
家
か
ら
養
子
を
迎
え
て

・
・

・
・

○
・

・
・

貞
致
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ト
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引
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ヲ
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引
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ヲ

ト
　
リ
ル
ル

リ
　
イ

引
　
引

タ
　
ア

タ
　
ア
ル

ラ
　
ア

引
　
引

現
行
指
孔

夕
夕
　
セ
五
⊥

夕
〒

〒
　
　
由

音
程

A   - 
A   A F G

A   - 
 -  -

 E   -
 -   - #D

 
E

   -
 -  -

フ
レ
ー
ズ
⑰

フ
レ
ー
ズ
⑱

フ
レ
ー
ズ
⑲

フ
レ
ー
ズ
⑳
フ
レ
ー
ズ
�

フ
レ
ー
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ー
ズ
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ー
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三
四

家
を
継
い
で
い
る
。
景
貫
自
身
は
、
帝
師
と
な
る
す
ぐ
れ
た
技
量
の
人
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
の
伝
承
が
﹁
大
神
流
﹂
で
あ
る
か
ど

う
か
は
、
な
お
検
証
を
必
要
と
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
﹃
萬
秋
楽
仮
名
譜
﹄
お
よ
び
﹃
新
浄
安
院
譜
﹄﹃
季
資
譜
﹄
の
成
立
︵
一
八
世
紀
末
か

ら
一
九
世
紀
初
め
︶
は
、﹃
兼
頼
譜
﹄﹃
貞
致
譜
﹄﹃
龍
笛
吹
艶
之
事
﹄
な
ど
の
成
立
︵
一
七
世
紀
後
半
か
ら
一
八
世
紀
初
め
︶
よ
り
ほ
ぼ
一
○
○

年
遅
い
。
前
者
と
後
者
の
唱
歌
の
傾
向
の
違
い
を
、
流
派
の
違
い
と
と
ら
え
る
か
、
時
代
に
よ
る
変
化
と
と
ら
え
る
か
は
、
な
お
議
論
の
余
地

が
あ
ろ
う
。
さ
ら
な
る
史
料
の
発
掘
と
分
析
を
交
え
、
後
日
改
め
て
考
察
し
た
い
。　

四
・
四
　
唱
歌
の
あ
ら
わ
す
も
の

　

こ
こ
で
、
唱
歌
の
仮
名
譜
に
つ
い
て
、
注
意
を
要
す
る
点
を
述
べ
る
。
唱
歌
は
旋
律
の
細
か
な
強
弱
、
息
継
ぎ
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
な
ど
を
覚
え

る
た
め
考
案
さ
れ
た
歌
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
旋
律
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
こ
と
ば
の
音
節
に
置
き
換
え
た
も
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
唱
歌
譜
を
比
較
す
る
場
合
、
唱
歌
同
志
の
関
係
と
、
実
際
の
旋
律
同
志
の
関
係
は
異
な
る
次
元
に
あ
る
こ
と
を
了
解
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
唱
歌
が
異
な
っ
て
も
、
旋
律
の
実
態
と
し
て
は
同
じ
場
合
、
あ
る
い
は
逆
に
、
唱
歌
は
同
じ
で
も
旋
律
は
微

妙
に
異
な
る
場
合
、
ま
た
唱
歌
が
異
な
り
、
旋
律
も
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
な
ど
、
唱
歌
の
比
較
の
﹁
解
釈
﹂
に
は
い
く
つ
か
の
ケ
ー
ス

が
考
え
ら
れ
る
。

　

た
と
え
ば
、
唱
歌
が
異
な
る
が
、
実
態
の
旋
律
は
同
じ
と
考
え
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
手
付
け
の
音
程
な
ど
か
ら
、
同
旋
律
と
推

定
さ
れ
る
︵
た
だ
し
実
際
の
吹
き
方
に
は
、
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
︶。

　
　
︿
五
常
楽
﹀

　
　
　
﹁
ト
ヲ
ホ
ヲ
﹂﹃
貞
致
譜
﹄﹃
近
貞
譜
﹄

　
　
　
﹁
タ
ア
ハ
ア
﹂﹃
新
浄
安
院
譜
﹄﹃
季
資
譜
﹄
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﹁
タ　

リ
イ
ロ
ヲ
﹂﹃
貞
致
譜
﹄﹃
近
貞
譜
﹄

　
　
　
﹁
ト　

ラ
ア
ロ
ウ
﹂﹃
新
浄
安
院
譜
﹄﹃
季
資
譜
﹄

　
　
︿
萬
歳
楽
﹀　　
　

　
　
　
﹁
ト
ヲ
ロ
リ
フ
リ　

ヤ
ア
引
ハ
﹂﹃
兼
頼
譜
﹄

　
　
　
﹁
タ
ア
ラ
ラ
フ
ロ　

ヲ
引
ラ
ハ
﹂﹃
貞
致
譜
﹄

　

ま
た
、
次
の
例
は
、
明
ら
か
に
唱
歌
が
異
な
り
、
実
態
︵
音
型
、
旋
律
線
自
体
︶
も
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
︿
五
常
楽
急
﹀　

　
　
　
　
﹁
リ　

イ
ヤ
﹂﹃
兼
頼
譜
﹄︵
懸
吹
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
︶

　
　
　
﹁
フ
ロ　

ヲ
ル
﹂﹃
貞
致
譜
﹄︵
懸
吹
あ
り
︶

　

し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
唱
歌
の
違
い
は
流
派
の
違
い
を
認
識
す
る
重
要
な
指
標
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
旋
律
が
こ
と
ば
の
音
節
に
記

号
化
さ
れ
て
い
る
唱
歌
で
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
旋
律
そ
の
も
の
よ
り
も
違
い
が
﹁
言
語
化
﹂﹁
明
文
化
﹂
さ
れ
て
意
識
し
や
す
い
か
ら
で

あ
る
。
実
際
に
、
今
ま
で
考
察
し
た
よ
う
に
﹃
龍
笛
吹
艶
之
事
﹄
の
記
述
な
ど
か
ら
、
江
戸
時
代
の
楽
人
の
意
識
に
お
い
て
も
、
唱
歌
が
流
派

の
違
い
を
識
別
す
る
重
要
な
指
標
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
現
代
の
私
た
ち
が
実
際
に
聴
く
こ
と
が
で
き
な
い
江
戸
時
代
の
旋
律
を
分
析
す
る
上
で
、
実
質
的
に
は
唱
歌
や
、
そ
れ
に
添
え
ら
れ

て
い
る
指
孔
記
号
が
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
唱
歌
の
パ
タ
ー
ン
の
種
類
や
分
布
に
注
目
し
て
楽
曲
の
構
造
分
析
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を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
現
在
と
異
な
る
江
戸
時
代
の
雅
楽
の
姿
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
、
す
で
に
拙
稿
で
示
し
た
︵
寺
内　

二
○
○
四
︶。

五
　
お
わ
り
に
か
え
て
〜
流
派
の
単
位
と
識
別
の
指
標

　

以
上
、
江
戸
初
期
の
楽
道
の
継
承
と
龍
笛
譜
の
唱
歌
の
系
統
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、
こ
こ
で
最
後
に
、
音
楽
の
流
派
が
流
派
と
し
て
識
別

さ
れ
る
単
位
と
、
識
別
の
指
標
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

　

江
戸
時
代
以
降
、
楽
家
間
で
は
家
を
越
え
た
養
子
縁
組
が
頻
繁
に
行
わ
れ
、
ま
た
、
名
字
を
同
じ
く
す
る
一
つ
の
家
の
中
に
も
、
嫡
流
と
庶

流
、
在
京
、
在
南
、
在
天
な
ど
、
さ
ら
に
細
か
い
分
家
が
存
在
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
雅
楽
伝
承
の
流
派
を
考
え
る
場
合
、
京
都
、
奈

良
、
大
坂
と
い
う
単
純
な
地
域
区
分
よ
り
、
さ
ら
に
細
か
い
区
分
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
京
都
、
奈
良
、
大
坂
の
﹁
三
方
﹂
の
区
別
も
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
存
在
し
続
け
て
い
た
。
そ
の
背
景
に
は
、﹁
三
方
及

第
﹂
と
い
う
江
戸
時
代
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
試
験
制
度
の
存
在
が
あ
る
。
三
方
及
第
と
は
、
す
で
に
平
出
、
西
山
、
南
谷
ら
が
明
ら
か
に
し
て

い
る
よ
う
に
︵
西
山　

一
九
八
二
、一
六
八
～
一
七
四
、
南
谷　

一
九
九
七
︶、
楽
人
の
技
芸
を
評
価
す
る
試
験
制
度
で
、
そ
の
結
果
に
よ
っ

て
、
楽
人
と
し
て
の
等
級
や
給
料
が
決
ま
っ
た
。
評
価
は
投
票
で
決
ま
っ
た
が
、
投
票
は
、
自
分
の
所
属
す
る
地
域
以
外
の
楽
人
の
演
奏
に
対

し
て
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
京
都
方
の
楽
人
は
、
天
王
寺
方
と
南
都
方
の
楽
人
の
演
奏
に
投
票
す
る
。
依
然
と
し
て
、
規
範

と
し
て
は
三
方
の
区
別
が
強
く
残
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。﹃
龍
笛
吹
艶
之
事
﹄
や
﹃
狛
氏
新
録
﹄
に
も
、﹁
天
王
寺
之
流
儀
﹂﹁
南
都
流
﹂

﹁
北
京
之
正
統
﹂
な
ど
の
区
別
が
見
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
実
際
問
題
と
し
て
、
芸
を
相
続
す
る
最
小
単
位
と
し
て
、
親
か
ら
子
︵
実
子
、
養
子
を
問
わ
ず
︶
へ
の
継
承
ラ
イ
ン
が
根
本
で
あ

る
。
問
題
は
、
こ
の
親
子
を
核
と
し
、
そ
の
連
続
で
あ
る
家
と
し
て
の
継
承
ラ
イ
ン
が
、
音
楽
伝
承
の
流
派
と
し
て
の
実
態
と
ど
の
程
度
重
な

る
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
か
な
ら
ず
し
も
判
然
と
し
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
養
子
に
入
っ
た
場
合
、
実
家
の
伝
承
を



三
七

優
先
す
る
の
か
、
養
子
先
の
伝
承
を
引
き
継
ぐ
の
か
。
幼
少
で
養
家
に
入
れ
ば
後
者
の
可
能
性
が
高
く
、
あ
る
程
度
長
じ
て
婚
姻
な
ど
に
よ
っ

て
養
子
と
な
れ
ば
、
実
家
の
伝
承
を
か
な
り
引
き
ず
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
が
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
江
戸
時
代
の
龍
笛
仮
名
譜
に
は
、
い
く
つ
か
の
異
な
る
系
統
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
本
論
で
取
り
上
げ
た
楽
譜
で
は
、
少
な
く
と
も
、

①
﹃
兼
頼
譜
﹄、
②
﹃
貞
致
譜
﹄﹃
近
貞
譜
﹄、
③
﹃
新
浄
安
院
譜
﹄﹃
季
資
譜
﹄
の
三
つ
の
系
統
が
区
別
で
き
た
。﹃
龍
笛
吹
艶
之
事
﹄
は
、
①

を
﹁
天
王
寺
﹂
系
、
②
を
﹁
南
都
﹂
系
と
呼
ん
で
い
る
。
あ
る
家
の
流
れ
が
天
王
寺
楽
所
に
属
す
る
家
で
あ
れ
ば
、
よ
り
大
き
な
単
位
と
し
て

﹁
天
王
寺
之
流
﹂
と
識
別
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
当
該
の
音
楽
伝
承
が
、
所
属
す
る
楽
所
の
統
一
伝
承
︵
代
表
す
る
伝
承
︶
な
の

か
、
あ
る
い
は
、
単
に
家
の
個
別
の
説
な
の
か
は
、
慎
重
に
判
断
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
江
戸
時
代
の
雅
楽
伝
承
の
流
派
の
音
楽
的
研
究
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
平
出
、
西
山
、
そ
し
て
最
近
で
は
、
南

谷
美
保
の
天
王
寺
楽
人
に
関
す
る
研
究
に
よ
っ
て
︵
平
出
一
九
五
七
／
一
九
八
九
、
西
山　

一
九
八
二
、
南
谷　

一
九
九
○
、
一
九
九
三
、

一
九
九
四
、一
九
九
五
、一
九
九
七
、二
○
○
五
、二
○
○
六
︶、
江
戸
時
代
の
楽
人
の
活
動
や
経
済
的
実
態
に
つ
い
て
は
か
な
り
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に
家
ご
と
に
ど
の
よ
う
な
音
楽
伝
承
を
維
持
し
て
来
た
の
か
は
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
江
戸
時
代
の
雅
楽

は
、
今
日
の
雅
楽
の
出
発
点
で
あ
る
明
治
の
雅
楽
に
直
結
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
雅
楽
の
歴
史
の
中
で
も
き
わ
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め

る
。
今
後
さ
ら
な
る
楽
譜
の
発
掘
と
分
析
に
よ
っ
て
、
音
楽
の
実
態
が
解
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

註１　

奈
良
時
代
に
は
、
公
的
機
関
で
あ
る
雅
楽
寮
の
職
員
が
伝
承
し
て
い
た
が
、
一
○
世
紀
以
降
、
近
衛
の
官
人
な
ど
が
音
楽
家
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

を
世
襲
的
に
伝
承
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
楽
人
は
、
宮
廷
の
官
位
と
し
て
は
、
天
皇
に
拝
謁
を
許
さ
れ
な
い
地
下
︵
ぢ
げ
︶
に
属
し
た
。
地
下
楽

人
は
、
管
楽
器
と
舞
を
専
門
と
し
た
。
一
方
、
天
皇
に
拝
謁
を
許
さ
れ
る
殿
上
︵
て
ん
じ
ょ
う
︶
／
堂
上
︵
と
う
し
ょ
う
︶
の
家
で
は
、
神
楽
歌
、
催
馬
楽

な
ど
の
歌
も
の
や
、
琵
琶
、
箏
、
和
琴
な
ど
、
絃
楽
器
の
伝
承
を
専
門
に
伝
え
る
家
柄
も
あ
っ
た
。
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２　

南
都
楽
人
は
平
安
時
代
か
ら
、
左
舞
の
舞
人
と
し
て
宮
中
の
儀
式
に
も
参
加
し
て
い
た
。
南
都
で
演
じ
る
場
合
は
、
舞
楽
の
伴
奏
楽
器
の
演
奏
も
分
担
し

て
行
っ
た
。

３　

詳
し
い
系
図
は
、
平
出
久
雄
﹁
日
本
雅
楽
相
承
系
譜
﹂
を
参
照
の
こ
と
︵
平
出　

一
九
五
七
／
一
九
八
九
︶。

４　
﹃
楽
家
録
﹄
第
四
七
巻
、
第
丗
四
に
は
、﹁
正
親
町
院
召
天
王
寺
楽
人
五
人
［
笙
廣
遠
、
廣
康
、
蓽
篥
兼
行
、
兼
秋
、
笛
昌
忠
也
。
但
、
昌
忠
者
同
氏
昌
次

死
去
之
後
被
召
之
也
。
已
上
皆
秦
氏
］﹂
と
あ
る
︵［　

 

］
内
は
原
文
で
は
割
り
注
︶。
こ
れ
に
よ
る
と
、
岡
昌
次
が
始
め
に
召
さ
れ
、
そ
の
没
後
、
昌
忠
が

替
わ
っ
て
出
仕
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

５　
﹃
楽
家
録
﹄
第
四
七
巻
、
第
丗
四
に
は
、﹁
又
其
後
文
禄
比
、
後
陽
成
院
召
奈
良
楽
人
三
人
［
笙
近
弘
、
篳
篥
近
定
、
笛
近
直
、
皆
狛
氏
也
］﹂
と
あ
る
。

６　

紅
葉
山
楽
人
に
つ
い
て
は
、
小
川　

一
九
九
八
、
竹
内　

二
○
○
六
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

７　

原
文
は
次
の
通
り
。﹁
古
者
、
太
神
氏
二
流
を
以
、
北
京
龍
笛
之
正
統
と
す
。
然
る
に
、
天
正
元
年
討
死
、
豊
原
家
同
前
、
及
断
絶
候
に
付
、
新
に
名
跡
御

取
立
。
一
流
は
山
井
故
安
岐
守
景
治
。
依
勅
命
、
門
弟
と
し
て
、
南
京
の
伶
人
上
故
越
後
守
狛
近
直
、
笛
相
伝
す
。
当
時
、
紅
葉
山
楽
人
、
山
井
主
膳
正
景

豊
家
、
是
也
。
一
流
は
、
天
王
寺
之
伶
人
岡
故
志
摩
守
太
秦
公
久
子
、
山
井
故
近
江
守
景
福
、
新
に
相
続
す
。
笛
に
於
而
は
、
天
王
寺
之
流
儀
。
当
時
、
山

井
近
江
守
景
村
家
也
。﹂︵
句
読
点
引
用
者
、
以
下
同
様
︶︵
国
会
図
書
館
蔵
本
︶。

８　

景
治
の
父
・
大
神
景
理
︵
景
雅
︶︵
？
～
一
五
七
三
︶
か
。

９　
﹁
依
勅
命
門
弟
と
し
て
南
京
の
伶
人
上
故
越
後
守
狛
近
直
笛
相
伝
す
﹂
を
、
芝
祐
泰
は
、
大
神
景
治
が
上
近
直
か
ら
習
っ
た
、
と
解
釈
し
て
い
る
︵
芝

一
九
六
七
︶
が
、
年
齢
的
に
は
、
近
直
の
方
が
一
四
歳
年
下
な
の
で
、
本
論
で
は
近
直
が
景
治
か
ら
習
っ
た
と
解
釈
し
た
。

10　

景
福
は
﹃
狛
氏
新
録
﹄
で
は
公
久
の
子
と
す
る
が
、﹃
地
下
家
伝
﹄
で
は
岡
昌
俊
の
子
と
す
る
。

11　

原
文
は
次
の
通
り
。﹁
古
者
、
豊
原
氏
二
流
ヲ
以
、
北
京
鳳
笙
之
正
統
と
す
。
然
に
天
正
元
年
八
月
、
朝
倉
戦
場
に
て
討
死
家
断
絶
ス
。
当
時
豊
原
家
之
事

ハ
、
竹
内
御
門
主
之
家
司
相
続
ス
。
其
謂
ハ
豊
原
統
秋
所
撰
之
體
源
抄
所
持
献
禁
中
、
仍
賜
豊
原
之
姓
。
筑
後
守
正
秋
是
也
。
笙
相
伝
之
儀
ハ
南
京
伶
人
辻

故
伯
耆
守
狛
近
弘
、
同
弘
元
、
依
勅
命
門
弟
と
し
て
相
伝
ス
。
当
時
、
豊
筑
後
守
栄
秋
家
也
。
今
一
流
ハ
、
天
王
寺
之
伶
人
薗
故
相
模
守
弟
、
豊
隠
岐
守
相

続
ス
。
笙
に
お
い
て
は
天
王
寺
の
流
儀
、
当
時
豊
越
中
守
通
秋
家
也
。﹂︵
国
会
図
書
館
蔵
本
︶。

12　

親
秋
︵
？
～
一
五
七
三
︶
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

13　

平
出
久
雄
は
、
曼
殊
院
門
跡
・
良
尚
法
親
王
の
こ
と
か
、
と
し
て
い
る
︵
平
出　

一
九
五
七
／
一
九
八
九
︶。

14　
﹃
地
下
家
伝
﹄
に
よ
れ
ば
、
正
秋
は
、
親
秋
の
甥
・
定
勝
な
る
人
物
の
子
と
な
っ
て
い
る
。

15　

原
文
は
次
の
通
り
。﹁
古
者
、
安
倍
氏
を
以
、
北
京
篳
篥
之
正
統
と
す
。
然
る
に
、
右
同
前
断
絶
。
備
前
守
多
忠
季
末
子
新
御
取
立
、
改
安
倍
之
称
号
。
安



三
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倍
故
飛
騨
守
季
房
是
也
。
依
勅
命
、
南
京
之
伶
人
久
保
故
丹
後
守
狛
光
成
、
篳
篥
相
伝
す
。
当
時
、
安
倍
壱
岐
守
季
福
家
也
。﹂︵
国
会
図
書
館
蔵
本
︶。

16　
﹃
国
書
総
目
録
﹄
は
、﹃
龍
笛
吹
艶
之
事
﹄
の
項
目
で
は
、
多
家
写
本
は
安
政
四
年
写
、
と
な
っ
て
い
る
が
、﹃
山
鳥
秘
密
要
録
中
律
呂
之
事
﹄
の
項
目
で
は
、

龍
笛
吹
艶
之
事
と
合
本
で
、
安
政
五
年
・
真
節
写
に
な
っ
て
い
て
、
書
写
さ
れ
た
年
紀
が
異
な
っ
て
い
る
。

17　
﹃
地
下
家
伝
﹄
で
は
、
平
出
の
系
譜
︵
平
出　

一
九
五
七
／
一
九
八
九
︶
と
は
若
干
異
な
り
、
昌
忠
の
子
供
が
昌
宣
と
昌
秀
で
、
昌
重
は
昌
宣
の
子
と
な
っ

て
い
る
。

18　

紅
葉
山
楽
人
と
は
、
徳
川
氏
の
東
照
宮
祭
祀
の
雅
楽
演
奏
の
た
め
に
、
関
西
の
楽
家
の
嫡
流
で
な
い
も
の
が
移
住
し
て
形
成
し
た
楽
人
集
団
。
景
明
の
江

戸
下
向
の
時
期
は
﹃
楽
家
録
﹄﹃
狛
氏
新
録
﹄﹃
地
下
家
伝
﹄
で
は
微
妙
に
異
な
る
が
、
お
よ
そ
寛
永
一
八
～
二
○
︵
一
六
四
一
～
四
三
︶
年
の
こ
と
と
思
わ

れ
る
。

19　

寛
永
年
間
以
降
、
関
東
の
徳
川
将
軍
家
の
祭
祀
に
は
、
多
数
の
禁
裏
楽
人
が
派
遣
さ
れ
た
。
兼
頼
が
近
康
の
笛
を
聴
い
た
機
会
は
現
時
点
で
は
特
定
で
き

な
い
が
、
紅
葉
山
楽
人
と
し
て
近
康
が
江
戸
に
下
向
し
た
寛
永
一
九
︵
一
六
四
二
︶
年
か
ら
、
亡
く
な
る
一
六
八
○
年
ま
で
の
間
か
。
こ
の
間
に
は
、
家
康

三
三
回
忌
︵
一
六
四
八
︶、
家
光
葬
儀
︵
一
六
五
一
︶、
家
光
一
三
回
忌
︵
一
六
六
三
︶、
家
康
五
○
回
忌
︵
一
六
六
五
︶
他
多
数
の
法
会
が
日
光
で
盛
大
に
催

さ
れ
て
お
り
、
関
西
か
ら
の
楽
人
の
参
加
が
見
ら
れ
る
。

20　

平
出
に
よ
れ
ば
、
南
都
興
福
寺
の
維
摩
会
に
勅
使
勤
仕
に
よ
っ
て
藤
原
姓
を
与
え
ら
れ
た
︵
平
出
一
九
五
七
／
一
九
八
九
︶。

21　
﹃
四
天
王
寺
楽
人
林
家
楽
書
類
﹄
第
一
八
冊
﹁
禁
裏
舞
御
覧　

並　

御
安
鎮
之
記
﹂︵
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
︶
に
よ
れ
ば
、直
葛
は
慶
安
三
︵
一
六
五
○
︶

年
頃
ま
で
、
笛
や
左
舞
で
宮
中
儀
式
に
参
加
し
て
い
る
。

22　

明
治
九
年
と
二
一
年
に
、
現
在
の
宮
内
庁
式
部
職
楽
部
の
前
身
・
式
部
寮
雅
楽
課
が
編
纂
し
た
標
準
楽
譜
。

23　

タ
タ
ク
記
号
﹁
〻
﹂
は
原
文
の
楽
譜
で
は
位
置
が
多
少
ず
れ
て
い
る
が
、
タ
タ
ク
音
を
表
す
ハ
行
の
音
節
、
す
な
わ
ち
こ
の
場
合
﹁
ハ
﹂
の
横
に
置
か
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

24　

奥
書
は
以
下
の
通
り
。﹁
右
龍
笛
假
字
譜
者
依
／
大
夫
将
監
賀
茂
縣
王
清
豊
／
息
女
所
望
書
写
之
令
附
／
與
訖
／
延
宝
八
庚
申
暦
仲
春
良
日
／
正
五
位
下
行

修
理
亮
太
秦
兼
頼
﹂。

25　

文
末
に
﹁
此
本
二
品
式
部
卿
貞
致
親
王
正
筆
也
﹂
の
一
文
を
有
す
る
。

26　

寛
文
一
一
︵
一
六
七
七
︶
年
は
﹁
辛
亥
﹂
で
あ
る
が
、
新
浄
安
院
と
時
代
が
合
わ
な
い
。

27　

前
の
小
拍
子
の
末
尾
か
ら
始
ま
る
、
洋
楽
の
ア
ウ
フ
タ
ク
ト
の
よ
う
な
音
型
。

28　

こ
の
﹁
リ
イ
ヤ
﹂
の
唱
歌
は
、
篳
篥
の
音
型
を
連
想
さ
せ
る
。
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29　

原
文
で
は
、
句
切
れ
を
表
す
﹁
・
﹂
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
﹁
ロ
・
ト
ル
ロ
﹂
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

30　

景
貫
は
﹃
地
下
家
伝
﹄
に
は
、﹁
光
格
天
皇
御
笛
御
師
範
﹂
と
あ
る
。

引
用
文
献

小
川
朝
子　

一
九
九
八
﹁
近
世
の
幕
府
儀
礼
と
三
方
楽
所　
　

将
軍
家
法
会
の
舞
楽
を
中
心
に
﹂﹃
中
近
世
の
宗
教
と
国
家
﹄︵
今
谷
明
、
高
埜
利
彦
編
︶
東
京
、
岩
田
書

院
、
四
○
七
～
四
四
六
頁
。

竹
内
恵
美
子

二
○
○
六
﹁
紅
葉
山
楽
人
を
め
ぐ
る
一
考
察　
　

幕
府
の
法
会
と
礼
楽
思
想
の
関
係
性
を
中
心
と
し
て
﹂﹃
公
家
と
武
家
Ⅲ
﹄︵
笠
谷
和
比
古
編
︶
京
都
、
思

文
閣
出
版
、
一
九
三
～
二
二
○
頁
。

芝
祐
泰

一
九
六
七
﹃
雅
楽
通
解
﹄
楽
史
篇
、
東
京
、
国
立
音
楽
大
学
。

寺
内
直
子

　

二
○
一
○
﹁
慶
長
八
年
楽
人
地
図
﹂﹃
日
本
文
化
論
年
報
﹄
一
三
：
二
一
～
四
二
頁
。

西
山
松
之
助

　

一
九
八
二
﹃
家
元
の
研
究
﹄︵﹃
西
山
松
之
助
著
作
集
﹄
第
一
巻
︶
東
京
、
校
倉
書
房
。

平
出
久
雄

　

一
九
五
七
／
一
九
八
九
﹁
日
本
雅
楽
相
承
系
譜
﹂﹃
音
楽
事
典
﹄
付
録
︵﹃
日
本
音
楽
大
事
典
﹄
一
九
八
九
に
再
録
︶
東
京
：
平
凡
社
。

南
谷
美
保

一
九
九
○
﹁
安
土
桃
山
時
代
の
雅
楽
楽
人
に
つ
い
て
﹂﹃
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
短
期
大
学
部
紀
要
﹄
三
○
：
一
～
二
○
。

一
九
九
三
﹃
四
天
王
寺
舞
楽
之
記
﹄
清
文
堂
出
版
。

一
九
九
四
﹁
江
戸
時
代
に
お
け
る
雅
楽
の
伝
播　
　

三
方
楽
所
楽
人
と
雅
楽
愛
好
家
の
交
流
を
例
と
し
て
﹂﹃
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
短
期
大
学
部
紀
要
﹄

三
四
：
一
四
七
～
一
七
五
。

一
九
九
五
﹃
四
天
王
寺
楽
所
史
料
﹄
清
文
堂
出
版
。
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一
九
九
七
﹁
江
戸
時
代
の
三
方
楽
所
楽
人
と
三
方
及
第　
　
﹃
楽
所
日
記
﹄
に
基
づ
く
一
考
察
﹂﹃
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
紀
要
﹄
文
学
部
第
二
九
号: 

二
一
八
～
二
三
九
。

二
○
○
五
﹁
江
戸
時
代
の
雅
楽
愛
好
家
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　
　

東
儀
文
均
の
﹃
楽
所
日
記
﹄
嘉
永
六
年
の 

記
録
よ
り
見
え
る
も
の
﹂﹃
四
天
王
寺
国
際
仏
教

大
学
紀
要
﹄
四
○
：
二
○
～
四
三
。

二
○
○
六
﹁﹃
京
不
見
御
笛
﹄
当
役
を
め
ぐ
る
争
い　
　

江
戸
時
代
天
王
寺
楽
所
に
お
け
る
笛
の
家
﹂﹃
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
紀
要
﹄
四
二
：
二
一
～

四
一
。

古
文
書

﹃
楽
家
録
﹄
安
倍
季
尚
著
、
一
六
九
○
︵﹃
日
本
古
典
全
集
﹄
正
宗
敦
夫
編
、
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
、
一
九
三
五
︶︵
復
刻
版
、
東
京
、
現
代
思
潮
社
、

一
九
七
七
︶。

﹃
狛
氏
新
録
﹄﹁
禁
裏
三
方
楽
人
之
事
﹂
写
本
、
国
会
図
書
館
蔵
︵
二
冊
︶(

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
請
求
番
号　

YD
-

古-5649 )

、
活
字
本
、﹃
古
事
類
苑
﹄
楽
舞

部
十
﹁
楽
人
﹂︵
神
宮
司
庁
編
、
第
四
版
、
一
九
○
九
、
復
刻
版
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
︶。

﹃
四
天
王
寺
楽
人
林
家
楽
書
類
﹄
第
一
八
冊
﹁
禁
裏
舞
御
覧　

並　

御
安
鎮
之
記
﹂︵
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
、
請
求
番
号　

60
／
シ
／
７
︶。

﹃
地
下
家
伝
楽
人
﹄︵﹃
日
本
古
典
全
集
﹄
正
宗
敦
夫
編
、
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
、
一
九
三
七
︶︵
復
刻
版
、
東
京
、
現
代
思
潮
社
、
一
九
七
八
︶。
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表三　『新浄安院譜』（伏　835）所収曲一覧
 ◎は『貞致譜』（伏900）と重複する曲
 ○は『季資譜』（伏818）と重複する曲  *「じょう」は鹿に章。
 「外」の字は「相伝外」を指すか。  **琵琶譜欠。

上　　巻 下　　巻

壱越調 平調 双調 黄鐘調 盤渉調 太食調

音取 音取　 音取 音取 音取 音取

颯踏○ 三䑓塩急◎○ 春庭楽○ 喜春楽◎○ 蘇合急◎○ 朝小子○

入破○ 皇じょう急*○ 柳花苑○　 桃李花○ 輪䑓◎○ 太平楽破

胡飲酒破○ 萬歳楽◎○ 颯踏◎○ 央宮楽 青海波◎○ 太平楽急◎○

賀殿破 五常楽序 入破◎○ 海青楽◎○ 鳥向楽 ** 打毬楽○

賀殿急◎○ 五常楽破 賀殿破（外） 平蛮楽◎○ 宗明楽○ 傾盃楽○

鳥破○ 五常楽急◎○ 賀殿急◎ 十翠楽◎○ 採桑老○ 庶人三䑓○

鳥急○ 王昭君○ 鳥破（外）○ 青海波◎○ 白柱◎○ 仙遊霞○

廻盃楽○ 甘州　○ 鳥急◎○ 鳥急○ 竹林楽○ 輪鼓褌脱○

北庭楽○ 慶雲楽　○ 胡飲酒◎○ 越殿楽◎○ 剣気褌脱◎○ 蘇芳菲○

河水楽 想夫恋○ 北庭楽○　 千秋楽◎○ 越天楽◎○ 還城楽○

承和楽○ 裹頭楽○ 酒胡子◎○ 河南浦 千秋楽◎○ 抜頭◎○

酒胡子○ 春楊柳○ 武徳楽◎○ 安城楽 蘇莫者（外）○ 長慶子○

酒青司○ 夜半楽◎○　 廻盃楽（外）○ 蘇合香急（外） 白紙 散手序 **

武徳楽◎○ 陪臚○ 陵王○ 西王楽破（外）**○ 散手破

羅陵王破◎○ 勇勝急○ 新羅陵王急○

菩薩○ 扶南○

十天楽○ 老君子○

新羅陵王○ 林歌◎○

渋河鳥 小娘子○

安楽塩 越殿楽◎○

壹團嬌○ 慶徳◎○

三䑓塩破（外）**

感恩多（外）
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表四　『季資譜』（伏818）所収曲一覧
▲琵琶譜あり

壱越調 平　調 双　調 黄鐘調 盤渉調 太食調

音取　爪調 音取　爪調 音取 音取 音取 音取　爪調

春鶯囀颯踏 三䑓塩急▲ 春庭楽 桃李花 蘇合香急 傾盃楽急

春鶯囀入破 皇じょう急 柳花苑 喜春楽 輪䑓 朝小子▲

迦陵頻破 萬歳楽 颯踏 海青楽▲ 青海波 合歓塩▲

迦陵頻急 慶雲楽 入破 西王楽破 宗明楽 打球楽

嘉祥楽 甘州 鳥破 拾翠楽急 採桑老 長慶子

賀殿 五常楽急▲ 鳥急 平蛮楽 蘇幕遮破 還城楽

廻杯楽 陪臚▲ 賀殿急 鳥急 竹林楽 蘇芳菲

胡飲酒破 春楊柳 回盃楽▲ 青海波▲ 白柱 庶人三䑓▲

北亭楽 想府憐 胡飲酒破 越殿楽 剣気褌脱 仙遊霞

承和楽 勇勝急 酒胡子 千秋楽 越殿楽 輪鼓褌脱

酒胡子 扶南 武徳楽 千秋楽 抜頭

酒青司 夜半楽▲ 陵王

一團橋 鶏徳▲ 新羅陵王

菩薩破 小郎子▲ 北庭楽▲

武徳楽 老君子▲

羅陵王入破 王昭君▲

新羅陵王急 越殿楽▲

十天楽 林謌▲

裹頭楽




